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論 説

ー序

沿
革

日
前
史
(
-
九
四
七
ー
一
九
五
四
）
—
ー
国
際
人
権
規
約
案
へ
の
庇
護
権
規
定
挿
入
を
め
ぐ
る
攻
防
ー
|
'

一
外
国
人
追
放
規
定
修
正
の
試
み
二
庇
護
権
規
定
挿
入
の
試
み

口
人
権
委
員
会
(
-
九
五
六
ー
一
九
六

0
)
に
よ
る
宣
言
案
の
作
成
1

終
始
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
ー
ー
＇

一
始
ま
り
1

フ
ラ
ン
ス
提
案
ニ
一
般
討
論
と
逐
条
審
議

国
第
三
委
員
会
(
-
九
六
二
）
と
第
六
委
員
会
(
-
九
六
五
—
一
九
六
七
）
に
よ
る
宜
言
案
の
審
議
（
以
上
本
号
）

若
干
の
問
題
点
（
以
下
次
号
）

日
庇
護
権
と
は
何
か

一
世
界
人
権
宜
言
第
十
四
条
審
談
の
再
検
討

庇
護
を
受
け
る
の
は
誰
か

庇
護
付
与
理
由
の
認
定
は
誰
が
す
る
の
か

い
わ
ゆ
る
ノ
ン
・
ル
フ
ー
ル
マ
ン
の
原
則

①
国
益
が
人
権
に
譲
歩
す
る
と
き

③
国
益
が
人
権
に
優
先
す
る
二
つ
の
場
合

③
し
か
も
な
お
暫
定
的
庇
護
等
の
考
慮

四国（コ

目

次

国
連
の
領
域
内
庇
護
宣
言
に
つ
い
て
（

一

）

庇
護
権
の
性
格
を
め
ぐ
る
誨
論

庇
護
権
の
意
味

芹

田

健

太

郎
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国連の領域内庇護宣言について(-)

一
九
六
六
年
に

P
.
W
e
i
s
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
、

(
2
)
 

六
七
年
の
領
域
内
庇
護
宣
言
に
つ
い
て
も

P
.
W
e
i
s
に
よ
る
秀
れ
た
論
稿
が
一
九
六
九
年
に
あ
る
。
と
く
に

P
.
W
e
i
s
は
国
連
難

民
高
等
弁
務
官
事
務
所
の
特
別
顧
問
も
勤
め
、
最
近
の
発
展
を
熟
知
し
、
問
題
意
識
も
き
わ
め
て
明
確
で
あ
る
。
筆
者
が
、
そ
れ
に
も

※
 

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
の
は
、

わ
が
国
の
場
合
亡
命
の
問
題
は
日
本
国
憲
法
第
二
十
二
条
を
手
が
か
り
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
問
題
は
十
分
に

解
明
さ
れ
え
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、

日
本
国
憲
法
第
九
十
八
条
二
項
の
「
確
立
さ
れ
た
国
際
法
規
」
の
内
容
と
な
る
国
際
法
上
の
亡

命
の
法
理
の
解
明
と
い
う
形
で
何
が
し
か
の
寄
与
が
で
き
な
い
も
の
か
と
念
じ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
特
に
資
料
自
体

に
徹
底
的
に
語
ら
せ
る
と
い
う
方
法
を
用
い
た
。
本
稿
は
先
に
発
表
し
た
「
政
治
犯
罪
人
不
引
渡
原
則
の
確
立
」
お
よ
び
「
政
治
犯
罪

(
3
)
 

と
擬
装
引
渡
」
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

T
e
r
r
i
t
o
r
i
a
l
 
A
s
y
l
u
m

は
、
領
城
的
ま
た
は
領
土
的
庇
護
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
世
界
人
権
宜
言
第

十
四
条
に
い
う
"
in 
o
t
h
e
r
 c
o
u
n
t
r
i
e
s
 "
か
ら
出
て
く
る
も
の
で
、
「
領
域
内
で
」
与
え
る
庇
護
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
領
土
内
、
よ
り

正
確
に
は
、
領
域
内
と
訳
す
べ
き
で
あ
る
。

ろ
か
ら
も
、
内
・
外
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(

1

)

 

序
三

評

価

結

一
連
の
日
本
に
お
け
る
政
治
亡
命
事
件
に
触
発
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

な
お
ま
た
こ
の
語
は
、

extra,territorial
o
r
 
ex,territorial 
a
s
y
l
u
m

と
対
比
さ
れ
る
と
こ

(

1

)

 

領
域
内
庇
護
の
問
題
は
、
す
で
に
一
九
四
九
年
に

F
.
M
o
r
g
e
n
s
t
e
r
n
 

一
九

29 (567) 



論 説

(
2
)
 

(

1

)

 

F
.
 
M
o
r
g
e
n
s
t
e
r
n
,
 
"
T
h
e
 R
i
g
h
t
 o
f
 
A
s
y
l
u
m
"
,
 2
6
 
B•Y.I.L. 

(
1
9
4
9
)
,
 
3
2
7
-
3
5
7
;
 P
.
 
W
e
i
s
,
 
"
T
e
r
r
i
t
o
r
i
a
l
 
A
s
y
l
u
m
"
,
 

6
 I
n
d
i
a
n
 J
.
 

Int'l 
L., 
(
1
9
6
6
)
,
 
1
7
3

、--194;
P
.
 
W
e
i
s
,
 
"
T
h
e
 U
n
i
t
e
d
 
N
a
t
i
o
n
s
 
D
e
c
l
a
r
a
t
i
o
n
 
o
n
 
T
e
r
r
i
t
o
r
i
a
l
 
A
s
y
l
u
m
"
,
 

念
『
変
動
期
の
国
際
法
』
所
収
）
、
ほ
か
に
概
観
し
た
も
の
に
拙
著
『
憲
法
と
国
際
環
境
』
（
有
信
堂
、

※
本
稿
は
「
亡
命
と
国
際
法
」
を
統
一
テ
ー
マ
と
し
た
昭
和
四
十
九
年
度
国
際
法
学
会
秋
季
大
会
の
筆
者
の
研
究
報
告
の
ノ
ー
ト
に
加
筆
・
補
正
し

た
も
の
で
あ
る
。

（
田
畑
茂
二
郎
先
生
還
暦
記

一
九
七
五
）
第
五
章
2

一
九
四
七
年
十
二
月
、
人
権
委
員
会
は
、
そ
の
第
二
会
期
で
、
迫
害
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
難
民
の
庇
護
の
権
利
（
庇
護
権
）
（
r
i
g
h
t

of 
a
s
y
l
u
m
 of 
r
e
f
u
g
e
e
s
 f
r
o
m
 persecution, 
droit 
d
ぷ

tsile
d
e
s
 refugies e
n
 b
u
t
t
e
 
a
 de
s
 p
e
r
s
e
c
u
t
i
o
n
s
)

に
血
〖
す
'

る
規
定
を
国
際
人
権
章
典
ま
た
は
そ
の
た
め
に
作
成
さ
れ
る
特
別
条
約
の
中
に
挿
入
す
る
問
題
を
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
審
鏃
す
る

(
1
)
 

こ
と
を
決
定
し
た
。
国
際
人
権
章
典
は
、
人
権
委
員
会
第
二
会
期
の
決
定
に
よ
れ
ば
、
宣
言
、
規
約
お
よ
び
実
施
措
置
の
全
体
を
指
す

も
の
と
さ
れ
、
周
知
の
よ
う
に
、
宜
言
は
、
人
権
委
員
会
第
三
会
期
(
-
九
四
八
年
五
月
二
十
四

H
ー
六
月
十
六
日
）
で
再
起
草
さ
れ
、

(
2
)
 

一
九
四
八
年
十
二
月
一

0
日
。
ハ
リ
の
シ
ア
イ
ヨ
ー
宮
に
お
い
て
、
世
界
人
権
宜
言
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
世
界
人
権
宣
言
は
第
十
四
条

で
庇
護
を
規
定
す
る
。

(
3
)
 

(

2

)

 

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 o
n
 H
u
m
a
n
 R
i
g
h
t
s
,
 
R
e
p
o
r
t
 o
f
 
t
h
e
 2
n
d
 sess. 
2,...,. 1
7
 D
e
c
.
 
1
9
4
7
 
a
t
 
G
e
n
e
v
a
,
 
E
/
6
0
0
,
 
p
a
r
a
.
 
48. 

拙
稿
「
国
際
人
権
規
約
」
神
戸
商
船
大
学
紀
要
・
文
科
論
集
第
十
六
号
（
昭
和
四
十
三
年
三
月
）
、
二
六
ー
ニ
八
頁
参
照
。

沿

革

拙
稿
「
政
治
犯
罪
人
不
引
渡
原
則
の
確
立
」
国
際
法
外
交
雑
誌
七
十
一
巻
四
号
、

C
a
n
d
i
a
n
 
Y
b
.
 
Int'l 
L.. 
1
9
6
9
,
 
92---149. 

「
政
治
犯
罪
と
擬
装
引
渡
」

(568) 30 



国連の領域内庇護宜言について(-)

前
史
(
-
九
四
七
ー
一
九
五
四
）
ー
~
国
際
人
権
規
約
案
へ
の
庇
護
権
規
定
挿
入
を
め
ぐ
る
攻
防
ー
|
'

外
国
人
追
放
規
定
修
正
の
試
み

に
全
力
を
注
い
だ
。
第
五
会
期
(
-
九
四
九
年
五
月
九
日
ー
六
月
二

0
日
）
と
第
六
会
期
(
-
九
五

0
年
三
月
二
十
七
日
ー
五
月
十
九

日
）
を
逐
条
審
議
に
あ
て
た
委
員
会
は
、

0
年
「
第
一
国
際
人
権
規
約
草
案
」

(
D
r
a
f
t
First 
International 
C
o
v
e
n
a
n
t
 o
n
 H
u
m
a
n
 R
i
g
h
t
s
)
と
題
す
る
草
案
を
経
済

社
会
理
事
会
を
通
し
て
第
五
総
会
に
提
出
す
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
人
権
委
員
会
第
六
会
期
で
は
、
人
権
規
約
案
の
最
初
の
十
八
ヵ

条
の
仕
上
げ
を
目
指
し
て
、
第
十
二
条
（
外
国
人
の
追
放
）
の
規
定
へ
の
追
加
ま
た
は
修
正
と
し
て
庇
護
権
に
つ
い
て
の
議
論
が
、
ま

ず
、
展
開
さ
れ
た
。

世
界
人
権
宣
言
が
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
る
と
、
人
権
委
員
会
は
国
際
人
権
規
約
の
準
備

い
わ
ゆ
る
自
由
権
と
実
施
措
置
に
関
す
る
規
定
と
か
ら
な
る
一
応
の
成
案
を
得
て
、

「
一
国
の
領
域
に
合
法
的
に
入
国
を
許
可
さ
れ
た
外
国
人
は
、
法
が
規
定
す
る
理
由
に
基
づ
き
、

「
政
治
難

か
つ
、
法
が
規
定
す
る
手
続
お
よ

こ
れ
に
対
し
て
、
ま
ず
提
出
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
修
正
案
は
「
犯
罪
人
引
渡
は
政
治
犯
罪
に
は
適
用
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
」
と
い

う
規
定
を
挿
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
際
自
由
労
連
（
カ
テ
ゴ
リ
ー

A
の
N
G
o
)
代
表
ミ
ス
・
セ
ン
ダ
ー
は
、

民
は
他
国
へ
の
入
国
許
可
を
得
る
の
が
難
し
く
、
多
く
の
場
合
、

み
ず
か
ら
の
生
命
を
救
う
た
め
に
他
国
へ
非
合
法
に
入
国
す
る
。
政

治
難
民
の
特
別
の
地
位
が
承
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
適
当
な
保
障
が
設
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
修
正
案
の
採
択
は
少

な
く
と
も
難
民
に
問
接
的
保
護
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
発
言
し
て
こ
れ
を
支
持
し
た
。
し
か
し
、

ヴ
ェ
ル
ト
夫
人
は
、
犯
罪
人
引
渡
が
「
高
度
に
技
術
的
な
問
題
」
で
あ
り
、
規
約
案
に
挿
入
す
べ
き
で
な
い
と
思
わ
れ
、

び
保
障
手
段
に
従
う
の
外
、
同
地
か
ら
追
放
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
。

第
五
会
期
の
規
約
案
第
十
二
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

H 

ア
メ
リ
カ
代
表
の
ル
ー
ズ

「
こ
の
問
題

一
九
五

31 (569) 



論 説

こ
の
議
論
は
い
ま
も
な
お
有
効
で
あ
る
。

お
よ
び
政
治
犯
罪
人
の
取
扱
い
に
関
す
る
一
大
条
約
網
」
が
あ
る
こ
と
で
も
あ
り
、

(
1
)
 

は
委
員
会
に
と
っ
て
は
賢
明
な
こ
と
と
は
ほ
と
ん
ど
思
わ
れ
な
い
」
と
述
べ
た
。

人
権
委
員
会
の
第
一
五
三
回
会
合
の
審
議
は
、
第
十
二
条
の
追
放
の
デ
ュ
ー
・
。
フ
ロ
セ
ス
の
面
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
、
次
の
会
合
で

(
2
)
 

票
決
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
国
際
難
民
機
構

(
I
R
o
)
代
表
の
ウ
ェ
イ
ス
は
発
言
を
求
め
て
、
委
員

「
庇
護
権
に
関
す
る
条
項
が
世
界
人
権
宣
言
に
挿
入
さ
れ
、

条
項
を
挿
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
―
つ
の
項
で
こ
の
問
題
を
扱
お
う
と
す
る
こ
と

し
か
も
、
委
員
会
が
規
約
案
ま
た
は
そ
の
た
め
の
特
別
条
約
に
庇
護
権

い
ま
だ
い
か
な
る
行
動
も
と
ら
れ
て
い
な
い
。
私
は
含
ま
れ
て
い
る
種

々
の
困
難
を
十
分
に
知
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
庇
護
権
の
実
施
は
、
人
権
に
関
す
る
国
際
文
書
を
真
に
普
遍
的
に
す
る
た
め

に
、
不
可
欠
で
あ
る
。
難
民
に
と
っ
て
、
庇
護
権
は
、
規
約
案
第
五
条
（
現
在
の
市
民
的
お
よ
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
第

六
条
に
相
当
、
筆
者
）
に
述
べ
る
生
命
に
対
す
る
権
利
の
コ
ロ
ラ
リ
ー
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
他
国
へ
の
入
国
許
可
を
見
い
出
す
可
能
性

ほ
、
規
約
案
に
規
定
す
る
す
べ
て
の
権
利
の
享
有
の
た
め
の
前
提
条
件
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
外
国
人
の
入
国
を
規
整
す
る
国
家
の
権
利
は
争
い
得
な
い
だ
ろ
う
が
、
国
連
加
盟
国
は
、
国
際
難
民
機
構
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
難
民
問
題
が
国
際
関
心
事
項
で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

「
世
界
人
権
宣
言
が
審
議
さ
れ
た
と
き
、

る
べ
き
旨
の
規
定
を
庇
護
権
に
関
す
る
条
項
に
含
め
る
べ
き
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
代
表
は
、
当
時
、
庇
護
権
が
宣
言
の

中
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
も
の
な
ら
ば
、
そ
の
権
利
に
実
効
を
与
え
る
の
は
誰
の
責
務
か
を
明
白
に
す
べ
き
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
た
。

「
だ
か
ら
、
委
員
会
は
庇
護
を
求
め
る
個
人
の
権
利

(
r
i
g
h
t
o
f
 
t
h
e
 i
n
d
i
v
i
d
u
a
l
 t
o
 s
e
e
k
 a
s
y
l
u
m
)

に
実
効
を
与
え
る
べ
き

会
が
行
動
を
と
る
こ
と
を
熱
っ
ぽ
く
促
す
。

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
庇
護
権
が
加
盟
国
と
一
致
し
て
行
動
す
る
国
連
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

(570) 32 



国連の領域内庇護宜言について(-)

「
（
規
約
案
）
第
十
二
条
の
目
的
は
、

「
外
国
人
の
入
国
許
可
の
権
利
が
主
権
の
属
性
で
あ
る
一
方
、
国
家
は
難
民
に
庇
護
を
付
与
す
る
必
要
を
慣
行
上
考
慮
に
い
れ
て
き

た
。
規
約
案
は
追
放
を
扱
う
条
項
を
含
み
、
ま
た
国
家
は
他
の
国
際
文
書
こ
と
に
難
民
の
地
位
に
関
す
る
条
約
案
の
中
で
無
制
約
の
追

放
の
権
利
に
関
し
て
諸
制
限
を
受
諾
し
た
。

さ
ら
に
、
憲
法
に
お
け
る
最
近
の
発
展
l

そ
こ
で
は
庇
護
権
の
承
認
が
増
大
し
つ
つ
あ
る
の
だ
が
ー
—
—
に
照
ら
せ
ば
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
"
、
、
、
、
、
、
、
C
3
)

一
見
し
て
見
え
る
ほ
ど
の
革
新
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
（
傍
点
筆
者
）
。

に
こ
う
述
べ
た
ウ
ェ
イ
ス
は
、
序
で
な
が
ら
、

(

4

)

 

す
る
論
文
を
発
表
し
た
。

一
九
六
六
年
に
は
そ
う
し
た
鍛
点
か
ら
イ
ン
ド
国
際
法
雑
誌
に
「
領
域
内
庇
護
」
と
題

人
権
委
員
会
第
一
五
四
回
会
合
で
審
議
は
本
格
化
し
た
。
提
出
さ
れ
た
ユ
ー
ゴ
修
正
案

(
E
/
C
N
.
4

ーお
3
)

に
対
し
、
「
憲
章
と
世
界

人
権
宣
言
と
に
反
す
る
基
本
的
権
利
・
自
由
が
あ
る
か
の
よ
う
に
思
え
る
」
起
草
方
法
だ
と
す
る
イ
ン
ド
代
表
メ
ー
タ
夫
人
の
批
判
が

あ
っ
た
が
、
「
こ
れ
は
極
め
て
貴
重
な
考
え
に
鼓
舞
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
委
員
会
の
注
意
に
値
す
る
」
と
強
く
支
持
す
る
デ
ン
マ
ー

(

5

)

(

6

)

 

ク
代
表
ソ
レ
ン
セ
ン
が
若
干
の
修
正
を
加
え
、
ユ
ー
ゴ
代
表
ジ
ェ
ヴ
レ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
次
の
よ
う
に
強
調
し
説
明
し
た
。
な
お
、
同
案

は
「
犯
罪
人
引
渡
は
、
国
連
憲
章
お
よ
び
世
界
人
権
宣
言
に
布
告
さ
れ
た
諸
原
則
と
両
立
す
る
方
法
で
人
権
お
よ
び
自
由
の
た
め
に
闘

っ
た
た
め
に
迫
害
さ
れ
る
人
に
は
適
用
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
」
と
規
定
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
外
国
人
に
極
め
て
わ
ず
か
な
権
利
を
付
与
し
、
外
国
人
の
犯
罪
人
引
渡
の
問
題
を
完
全
に
不
問
に
付
し
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
世
界
人
権
宜
言
ー
|
'
そ
の
適
用
を
委
員
会
は
保
障
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
わ
け
だ
が
1

に
布
告
さ
れ
た
ま
さ
に
そ
の

権
利
お
よ
び
自
由
の
た
め
に
闘
っ
た
た
め
に
迫
害
さ
れ
る
人
の
犯
罪
人
引
渡
を
、
少
な
く
と
も
、
禁
止
す
る
こ
と
を
し
な
い
と
す
れ

保
障
す
る
規
定
を
規
約
に
組
み
入
れ
る
こ
と
は
、

で
あ
る
。

庇
護
権
を

一
九
五

0
年

一
国
の
領
域
に
合
法
的
に
入
国
を
認
め
ら
れ
た
外
国
人
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
る
。
原
案
は
、

33 (571〕



論

ー
ゴ
修
正
案
は
、
犯
罪
人
引
渡
か
ら
免
除
す
る
た
め
に
殊
に
重
要
な
政
治
犯
罪
の
特
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
専
ら
目

(
7
)
 

指
す
も
の
で
あ
る
」
。
そ
こ
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
案
に
代
わ
る
も
の

(
s
u
b
s
t
i
t
u
t
e
d
f
o
r
)

と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
、
こ
れ

(
8
)
 

に
付
け
加
え
ら
れ
る
も
の

(
a
d
d
e
d
t
o
)

と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
は
ユ
ー
ゴ
代
表
も
同
意
し
た
。
し
か
し
、
議
論
の
中
で
は
、

ユ
ー
ゴ
案
は
、

両
案
と
も
に
反
対
、

つ
ま
り
人
権
規
約
に
こ
う
し
た
規
定
を
挿
入
す
る
こ
と
自
体
に
反
対
す
る
理
由
と
し
て
、

(
9
)
 

ス
代
表
ミ
ス
・
ボ
ー
ウ
ィ
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

に
こ
れ
に
反
対
投
票
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
多
く
の
二
国
間
条
約
や
多
数
の
法
の
主
題
で
あ
る
犯
罪
人
引
渡
の
よ
う
な
複
雑
な
問
題
を
単

一
の
項
で
扱
う
の
は
不
可
能
で
あ
る
。

「
私
は
ユ
ー
ゴ
修
正
案
の
基
本
的
考
え
に
同
情
す
る
が
、
規
約
自
体
の
利
益
の
た
め

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ュ
ー
ゴ
代
表
団
が
具
体
化
し
た
よ
う
な
規
定
を
規
約
に
挿
入
す
る
と
す
れ
ば
、

諸
国
の
規
約
の
批
准
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
犯
罪
人
引
渡
は
現
存
の
協
定
や
判
例
を
考
慮
し
た
―
つ
の
特
別
条
約
の
主
題
と
す
べ

き
で
あ
る
と
信
じ
る
。
規
約
は
、
基
本
的
人
権
を
規
定
す
る
こ
と
に
限
る
べ
き
で
あ
り
、
基
本
的
人
権
の
、

主
要
な
賛
否
の
鏃
論
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
展
開
は
み
ら
れ
な
い
。

従
っ
て
、

明
白
な
一
線
を
画
す
る
こ
と
の
必
要
性
と
を
悟
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

る」。
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
代
表
は
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
満
た
そ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
修
正
案
は
あ
ま
り
に
粗
く
起
草
さ
れ
て
い
る
。

ユ

修
正
案
は
第
十
二
条
が
適
用
さ
れ
る
人
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
特
定
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
指
導
原
則
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

ユ
ー
ゴ
代
表
が
こ
の
点
を
強
調
す
る
の
は
、
同
国
が
第
二
次
大
戦
中
一
七

0
万
以
上
も
の
老
若
男
女
を
殺
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

民
主
主
義
の
真
の
擁
護
者
を
保
護
す
る
こ
と
の
重
要
性
と
、
政
治
難
民
お
よ
び
売
国
奴

(
q
u
i
s
l
i
n
g
s
)
・
戦
争
犯
罪
人
の
間
に
極
め
て

「
ユ
ー
ゴ
代
表
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
修
正
案
の
『
政
治
犯
罪
』
と
い
う
考
え
を
排
除
す
る
意
図
は
些
か
も
有
し
て
い
な
い
。

説
ば
、
人
権
規
約
は
完
成
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、

イ
ギ
リ

い
わ
ば
コ
ロ
ラ
リ
ー
で
あ

ユ
ー
ゴ

(572) 34 



国連の領城内庇護宣言について(-)

会
の
第
一
五
四
回
会
合
は
正
午
を
過
ぎ
、

持
し
、
こ
れ
に
対
し
ュ
ー
ゴ
案
に
つ
い
て
は
、

「
政
治
犯
罪
」
と
い
う
概
念
は

(
1
0
)
 

る
権
利
は
扱
う
べ
き
で
は
な
い
」
。
な
お
、
こ
う
し
た
考
え
は
議
長
を
勤
め
る
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
夫
人
も
表
明
し
て
お
り
、
ほ
か
に
「
規
約

(
1
1
)
 

と
犯
罪
人
引
渡
条
約
と
の
間
に
容
易
な
ら
ぬ
衝
突
を
創
り
出
す
危
険
が
あ
る
」
と
す
る
エ
ジ
プ
ト
代
表
ラ
マ
ダ
ン
や
、
こ
れ
ま
で
二
国

問
条
約
の
み
の
主
題
で
あ
っ
た
犯
罪
人
引
渡
の
分
野
で
の
「
集
団
的
国
際
的
措
置
の
必
要
」
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
案
や
ユ
ー
ゴ
案
が
反
映
し

て
い
る
も
の
と
見
、
問
題
全
体
が
完
全
な
研
究
を
要
す
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
規
約
中
で
使
用
し
う
る
十
分
に
正
確
な
定
式
を
見

(
1
2
)
 

―
つ
の
特
別
条
約
の
主
題
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
等
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ユ
ー
ゴ
双
方
の
修
正
案
に
反
対
で
あ
っ
た
。

ど
ち
ら
か
に
反
対
と
い
う
立
場
を
と
る
代
表
の
主
張
は
分
か
れ
る
。
イ
ン
ド
代
表
メ
ー
タ
夫
人
は
、

あ
ま
り
に
も
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
お
り
、
定
義
す
る
に
は
極
め
て
難
し
い
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
案
に
反
対
し
、

(13) 

る
。
と
こ
ろ
が
、
ウ
ル
グ
ア
イ
代
表
オ
リ
ベ
は
、

い
出
す
の
は
難
し
く
、

ユ
ー
ゴ
案
に
賛
成
す

「
政
治
犯
罪
」
は
主
張
さ
れ
る
ほ
ど
に
は
定
義
す
る
の
が
難
し
い
わ
け
で
は
な
く
、

南
米
諸
国
の
法
廷
は
こ
れ
を
定
義
す
る
の
を
些
か
な
り
と
も
難
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
決
し
て
な
い
と
述
べ
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
案
を
支

「
政
治
犯
罪
」
と
い
う
術
語
を
定
義
づ
け
よ
う
と
す
る
ユ
ー
ゴ
代
表
団
の
努
力
は
評
価

す
る
が
、
定
義
は
あ
ま
り
に
狭
く
、
か
え
っ
て
「
『
政
治
犯
罪
』
概
念
を
制
限
し
て
い
る
」
と
判
断
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
あ
る
難
民
が

(
1
4
)
 

政
治
犯
罪
を
犯
し
た
か
ど
う
か
は
各
国
の
法
廷
が
決
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
、
と
し
て
ユ
ー
ゴ
案
に
反
対
す
る
。
こ
う
し
て
、
人
権
委
員

一
時
近
く
に
な
っ
て
閉
会
し
、
討
論
は
午
後
の
会
合
に
持
ち
こ
さ
れ
た
。

、
、
、
、
、

午
後
の
会
合
で
さ
ら
に
各
代
表
が
意
見
を
述
べ
た
の
ち
、
ユ
ー
ゴ
代
表
は
、
「
…
…
た
め
に
迫
害
さ
れ
る
政
治
犯
罪
人
（
ロ
）
litical

(
1
5
)
 

o
f
f
e
n
d
e
r
s
)
」
（
傍
点
筆
者
）
の
方
が
よ
り
良
い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
代
表
ル
ロ
ワ
11

ボ
ー
リ
ュ
ウ
の
示
唆
を
受
け
入
れ
た

の
で
、
そ
う
修
正
さ
れ
た
ユ
ー
ゴ
案
が
、
ま
ず
、
票
決
に
付
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
案
は
賛
成
二
票
に
と
ど
ま
り
、
反
対
六
、
棄
権
三

(16)

（

17) 

で
否
決
さ
れ
た
。
引
き
続
き
フ
ィ
リ
ピ
ン
案
が
票
決
に
付
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
賛
成
四
、
反
対
四
、
棄
権
三
で
葬
り
去
ら
れ
た
。
票
決

35 (573) 
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Ibid., 
p. 
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Ibid., 
p. 
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Ibid., 
p. 
1
3
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0
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p
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o
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i
a
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l
u
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a
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.
 

Int'l 
L., 
V
o
l
.
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N
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E
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N
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R
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p. 
8
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(

3

)

 

Ibid., 
p
p
.
 

11
、1
3
.

(
2
)
I
b
i
d
.
,
 p. 
11. 

(

1

)

 

直
ち
に
、

は
な
く
、

後
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
ミ
ス
・
ボ
ー
ウ
ィ
は
反
対
理
由
を
説
明
し
、
「
庇
護
の
権
利
は
、
基
本
的
人
権

(
a
b
a
s
i
c
 h
u
m
a
n
 right)
で

一
層
の
説
明
と
解
明
を
要
す
る
派
生
的
権
利

(
a
d
e
r
i
v
a
t
i
v
e
 o
n
e
)
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

ユ
ー
ゴ
代
表
ジ
ェ
ヴ
レ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
「
犯
罪
人
引
渡
に
対
す
る
保
護
は
本
質
的
人
権

(
a
n
essential 
right)
で
あ
る
」

(18) 

と
確
信
す
る
と
応
酬
し
た
。
し
か
し
、
規
約
案
第
十
二
条
は
原
案
の
ま
ま
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
1
5
3
,
 
p
p
.
 
7,....,g_ 
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国連の領域内庇護宜言について(-)

さ
て
、
人
権
委
員
会
第
六
会
期
は
、
そ
の
他
の
条
文
も
審
議
し
、
文
体
委
員
会
（
S
t
y
l
e
C
o
m
,
 

(
l
)
 

m
i
t
t
e
e
)
に
ま
わ
し
、
問
題
の
第
十
二
条
は
第
九
条
と
な
り
、
第
二
読
会
で
は
何
ら
の
コ
メ
ン
ト
も
な
く
、
実
施
措
置
に
関
す
る
規

定
も
含
め
全
文
四
十
三
条
か
ら
な
る
人
権
規
約
案
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
第
五
総
会
に
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
第
九
条
は
次
の
よ
う
に
規

(

2

)

 

定
し
て
い
た
。

「
一
国
の
領
域
に
合
法
的
に
入
国
を
許
可
さ
れ
た
外
国
人
は
、
す
べ
て
の
場
合
に
法
が
規
定
す
る
確
立
し
た
法
的
理
由
に
基
づ
き
、

か
つ
す
べ
て
の
場
合
に
法
が
規
定
す
る
手
続
お
よ
び
保
障
手
段
に
従
う
の
外
、
同
地
か
ら
追
放
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
。

人
権
委
員
会
は
、
こ
の
第
九
条
を
含
む
人
権
規
約
案
を
総
会
に
提
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、
総
会
に
対
し
、
第
一
に
「
最
初
の
十
八
条
は

(
3
)
 

一
般
的
に
十
分
で
あ
る
か
」
を
始
め
と
す
る
問
い
を
発
し
、
総
会
に
よ
る
政
策
決
定
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
人
権
委
員
会
で

修
正
に
失
敗
し
た
ユ
ー
ゴ
は
、
総
会
第
三
委
員
会
に
庇
護
権
に
関
す
る
提
案

(
A
/
C
.
3
/
L
.
 9
2
)

を
行
う
。
そ
し
て
総
会
は
、

0
年
十
二
月
四
日
の
決
議
四
ニ
―

B
⑰
に
よ
っ
て
、
庇
護
権
を
含
み
、
他
の
権
利
の
挿
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
審
議
す
る
よ
う
人
権
委

員
会
に
要
請
す
る
。

人
権
委
員
会
第
七
会
期
に
ユ
ー
ゴ
は
早
速
提
案

(
E
/
C
N
.
4
/
5
7
3
)

を
行
う
。

他
は
、
庇
護
権
に
関
す
る
新
し
い
条
文
（
第
九
条

a
)
で
あ
る
。
起
草
の
仕
方
に
は
、
今
日
の
目
か
ら
す
れ
ば
、
ま
だ
十
分
に
練
れ
て

こ
う
し
て
、
庇
護
権
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(
1
8
)
 庇

護
権
規
定
挿
入
の
試
み

I
b
i
d
.
 

(
1
7
)
I
b
i
d
.
,
 
p. 
5
.
 

(16) 
I
b
i
d
.
,
 
p. 
4
.
 

―
つ
は
、
追
放
規
定
第
九
条
へ
の
追
加
条
項
で
あ
り
、

一
九
五

37 (575) 



論

ソ
連
案
は
言
う
。

る
人
は
何
人
も
庇
護
の
権
利
を
有
す
る
も
の
と
す
る
」
。

(

4

)

 

説
↓
お
ら
ず
拙
さ
が
目
立
つ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
政
治
的
ま
た
は
軍
事
的
犯
罪
で
責
を
問
わ
れ
た
人
は
、
申
し
立
て
ら
れ
た
行
為
が
国
際
法
上
の
犯
罪
と
み
な
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い

て
強
制
的
引
渡
(
c
o
m
p
u
l
s
o
r
y
extradition)
が
国
連
総
会
決
議
ま
た
は
国
連
の
も
と
で
締
結
さ
れ
た
条
約
に
従
っ
て
規
定
さ
れ
て

い
る
場
合
の
外
、
犯
罪
人
引
渡
に
服
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
と
す
る
」
。

第
九
条

a
1庇
護
権

「
政
治
的
も
し
く
は
科
学
的
信
念
の
た
め
、
民
族
的
も
し
く
は
政
治
的
解
放
の
た
め
の
闘
争
に
お
け
る
諸
活
動
の
た
め
ま
た
は
人

種
、
国
籍
も
し
く
は
宗
教
ま
た
は
国
連
憲
章
お
よ
び
世
界
人
権
宜
言
の
諸
原
則
の
実
現
を
支
持
す
る
努
力
の
理
由
に
よ
っ
て
迫
害
さ
れ

し
か
し
、
本
格
的
審
諮
は
人
権
委
員
会
第
八
会
期
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
八
会
期
に
は
、

し
て
の
ソ
連
案
(
E
/
C
N
.
4/L. 1
8
4
)
お
よ
び
チ
リ
ー
・
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ユ
ー
ゴ
三
国
共
同
提
案
(
E
/
C
N
.
4
/
L
.
1
9
0
 

and R
e
v
.
 1ー

2
)
、

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
案
へ
の
修
正
案
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
案

(
E
/
C
N
.
4/L. 
1
9
1
)

の
三
案
が
出
揃
っ
た
。
な
お
ユ
ー
ゴ
案
は
三
国
共

(
5
)
 

同
提
案
に
よ
り
撤
回
さ
れ
た
。

「
庇
護
の
権
利
は
、
民
主
的
利
益
の
擁
護
の
活
動
の
た
め
、
科
学
的
労
働
の
た
め
ま
た
ほ
民
族
解
放
闘
争
へ
の
参

加
の
た
め
に
迫
害
さ
れ
る
す
べ
て
の
人
に
保
障
さ
れ
る
。

ユ
ー
ゴ
案
に
対
す
る
修
正
案
と

庇
護
の
権
利
は
、
軍
事
的
も
し
く
は
刑
事
的
犯
罪
ま
た
は
国
連
の
目
的
お
よ
び
原
則
に
反
す
る
行
為
の
遂
行
を
真
の
原
因
と
す
る
訴

追
に
関
連
し
て
は
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
。
こ
の
ソ
連
案
が
、
後
に
示
す
三
国
共
同
提
案
に
比
し
て
持
っ
て
い
る
特
徴
は
、

「
民
主
的
利
益
の
擁
護
の
活
動
」
と
い
う
句
を
採
用
し
た
点
に
あ
る
。
ソ
連
代
表
モ
ロ
ゾ
フ
は
、
自
信
に
満
ち
た
態
度
で
三
国
共
同
提

案
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
、

「
政
治
犯
罪
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表
現
が
必
ず
し
も
明
白
に
説
明
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

た
と
え
よ

(576) 38 



国連の領域内庇護宣言について(-)

り
特
定
的
な
も
の
に
し
て
い
た
と
し
て
も
「
い
か
な
る
定
義
も
包
括
的

(
e
x
h
a
u
s
t
i
v
e
)
た
り
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
し
、

れ
に
し
ろ
、
政
治
犯
罪
人
は
通
常
は
引
き
渡
さ
れ
な
い
が
、
政
治
犯
罪
を
あ
ま
り
に
狭
く
定
義
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
あ
る
型
の
政

治
犯
罪
人
の
引
渡
と
い
う
結
果
を
産
み
、
他
方
で
戦
争
犯
罪
人
を
引
渡
か
ら
免
れ
る
の
を
許
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
の
で
、
三
国

案
を
そ
の
ま
ま
で
は
支
持
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、

く
も
の
で
あ
り
、

と
こ
ろ
で
、

モ
ロ
ゾ
フ
の
言
を
借
り
れ
ば
、

「
背
後
に
歴
史
的
重
み
を
持
っ
た
」(

7
)
 

ソ
連
代
表
モ
ロ
ゾ
フ
が
考
え
そ
の
も
の
と
し
て
は
評
価
し
た
三
国
共
同
提
案
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

『
民
主
主
義
の

利
益
の
擁
護
の
活
動
』
と
い
う
表
現
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
自
由
の
大
義
の
た
め
に
（
口
）
u
r
la 
c
a
u
s
e
 d
e
 la 
liberte) 

祖
国
を
追
わ
れ
た
外
国
人
に
庇
護
を
与
え
」
、
専
制
君
主
に
は
こ
れ
を
拒
否
す
る
一
七
九
三
年
の
フ
ラ
ン
ス
憲
法
第
―
二

0
条
に
基
づ

(
6
)
 

「
ソ
連
修
正
案
は
か
か
る
人
に
庇
護
を
与
え
、
そ
の
他
の
誰
に
も
与
え
る
こ
と
は
な
い
」
。

「
庇
護
の
権
利
は
、
政
治
的
ま
た
は
純
粋
に
軍
事
的
犯
罪
で
告
訴
さ
れ
た
人
、
お
よ
び
就
中
民
族
的
も
し
く
は
政
治
的
解
放
の
た
め

の
闘
争
へ
の
参
加
を
理
由
と
し
て
ま
た
は
国
連
憲
章
お
よ
び
世
界
人
権
宣
言
の
中
に
布
告
さ
れ
た
目
的
お
よ
び
原
則
の
達
成
の
た
め
の

活
動
を
理
由
と
し
て
告
訴
も
し
く
は
迫
害
さ
れ
る
人
に
は
何
人
に
も
保
障
さ
れ
る
も
の
と
す
る
、

こ
う
し
た
人
は
犯
罪
人
引
渡
を
受
け
な
い

(
n
o
t
liable 
to)
も
の
と
す
る
」
。

こ
の
三
国
共
同
提
案
に
対
し
て
、

た
だ
し
、
申
し
立
て
ら
れ
た
行
為
が

「
追
放
と
庇
護
の
問
題
は
、
二
つ
の
主
題
問
に
関
連
が
あ
る
け
れ
ど
、
同
時
的
に
取
り
扱
い
う
る

(
8
)
 

と
ほ
考
え
ら
れ
ず
、
庇
護
権
に
関
す
る
―
つ
の
条
項
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
」
と
発
言
す
る
カ
ッ
サ
ン
を
代
表
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
提

「
何
人
も
、
迫
害
か
ら
の
庇
護
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
。
締
約
国
は
、
こ
の
権
利
の
実
効
的
付
与
を
確
保
す
る
た
め
、
個
別

的
に
お
よ
び
他
の
締
約
国
お
よ
び
国
際
連
合
と
協
調
し
て
、
手
段
を
執
る
よ
う
骨
折
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
権
利
は
、
非
政
治
的
犯
罪
ま
た
は
国
際
連
合
の
目
的
お
よ
び
原
則
に
反
す
る
行
為
を
真
の
原
因
と
す
る
訴
追
の
場
合
に
は
、
援

案
は
、

国
連
憲
章
ま
た
は
世
界
人
権
宣
言
の
原
則
と
両
立
し
な
い
場
合
を
除
く
。

「
い
ず

39 (577) 



引
渡
免
除
と
の
間
に
す
べ
き
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
国
内
立
法
で
は
、
引
渡
免
除
は
司
法
手
続
を
伴
う
に
対
し
庇
護
は
行
政
レ
ベ
ル
で

与
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

ほ
と
ん
ど
の
国
で
引
渡
手
続
を
規
律
す
る
規
定
は
刑
事
法
典
に
含
ま
れ
て
い
る
に
対
し
、
庇
護
権
は
刑
事
法

典
に
は
含
ま
れ
な
い
特
別
規
定
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。

さ
て
、
以
上
の
三
案
は
人
権
委
員
会
第
八
会
期
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
。
結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、

会
で
は
採
択
さ
れ
ず
、
国
際
人
権
規
約
案
に
庇
護
権
規
定
は
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
票
決
結
果
は
、

て
賛
成
三
、
反
対
九
、
棄
権
六
、
ソ
連
案
賛
成
五
、
反
対
一
〇
、
棄
権
三
、
三
国
共
同
修
正
案
賛
成
四
、
反
対
一
〇
、
棄
権
四
で
あ
っ

(10) 

た
。
賛
成
票
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
少
な
か
っ
た
理
由
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
げ
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
代
表
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
夫
人
の
よ
う
に
、

第
九
条
は
外
国
人
の
追
放
の
み
を
取
り
扱
お
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
庇
護
と
い
う
極
め
て
複
雑
な
事
柄
は
同
じ
条
文
で
取
り
扱
う
べ

き
で
は
な
い
、

一
見
明
瞭
な
よ
う
に
、
第
一
項
第
二
文
を
除
け
ば
、
世
界
人
権
宣
言
第
十
四
条
と
ほ

と
若
干
の
場
合
の
引
渡
免
除
と
は
、
追
放
免
除
を
受
け
る
権
利

(right
to 
e
x
e
m
p
t
i
o
n
 
f
r
o
m
 

と
考
え
る
者
も
あ
り
、
ま
た
犯
罪
人
引
渡
に
係
わ
る
点
に
つ
い
て
は
第
六
会
期
の
審
議
に
み
ら
れ
る
の
と
同
じ
理
由
が

(
1
1
)
 

エ
ジ
。
フ
ト
代
表
ア
ズ
ミ
・
ベ
イ
の
よ
う
に
、

護
を
与
え
る
の
を
嫌
う
だ
ろ
う
し
、
確
か
に
こ
う
し
た
人
に
庇
護
を
保
障
す
る
言
質
を
与
え
る
の
を
望
ま
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
あ

(
1
2
)
 

か
ら
さ
ま
の
発
言
や
、
ベ
ル
ギ
ー
代
表
ニ
ゾ
ー
の
よ
う
に
、
政
治
犯
罪
で
告
訴
さ
れ
た
人
に
庇
護
を
与
え
る
よ
う
国
家
に
義
務
づ
け
る

こ
と
は
、
前
以
っ
て
政
治
犯
罪
で
告
訴
し
て
お
い
て
、

し
か
る
の
ち
に
送
り
込
ん
で
く
る
か
も
知
れ
な
い
ス
パ
イ
お
よ
び
扇
動
家
の
受

け
入
れ
を
国
家
に
強
制
す
る
に
等
し
い
こ
と
に
な
ろ
う
、
と
い
う
一
九
五
二
年
当
時
の
厳
し
い
東
西
対
立
を
反
映
し
た
発
言
や
、
い
わ

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、

expulsion)
の
コ
ロ
ラ
リ
ー
で
あ
り
、

エ
ジ
。
フ
ト
は
外
国
か
ら
追
放
さ
れ
た
共
産
主
義
者
に
庇

そ
し
て
だ
か
ら
同
じ
条
文
で
触
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
区
別
は
、

庇
護
と
政
治
犯
罪
の
た
め
の

い
ず
れ
も
人
権
委
員

フ
ラ
ン
ス
案
に
つ
い

・

IHI

権
利

(right
to 
a
s
y
l
u
m
)
 

ぼ
同
じ
で
あ
る
。
カ
ッ
サ
ン
の
発
言
に
対
し
て
は
、

ユ
ー
ゴ
代
表
ジ
ェ
ヴ
レ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
直
ち
に
反
論
を
加
え
、

「
庇
護
を
受
け
る

(578) 

説
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
す
る
。
こ
れ
は
、

40 



国連の領域内庇護宣言について(-)

が
許
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

規
約
第
十
三
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

会
第
三
委
員
会
で
こ
の
第
十
三
条
が
審
議
さ
れ
た
際
、

う゚
ゆ
る
加
害
条
項
の
創
始
国
ら
し
く
、
犯
罪
人
引
渡
の
不
当
な
一
般
的
禁
止
は
、
政
治
犯
罪
が
同
時
に
普
通
法
上
の
犯
罪
、
殺
人
ま
た
は

テ
ロ
行
為
を
構
成
す
る
場
合
の
犯
罪
人
引
渡
を
規
定
す
る
諸
条
約
と
相
容
れ
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
、

権
と
捉
え
る
か
派
生
的
人
権
と
捉
え
る
か
の
差
異
等
が
み
ら
れ
る
が
、

ず
、
ま
と
ま
り
切
れ
な
か
っ
た
、

の
で
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
庇
護
権
と
は
何
か
、

と
い
う
議
論
な
ど
が
み
ら
れ
た
。

し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
、
賛
成
票
が
少
な
か
っ
た
最
大
の
理
由
は
、
庇
護
権
の
性
格
と
い
う
か
本
質
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
基
本
的
人

そ
れ
よ
り
も
、
こ
れ
を
国
家
の
権
利
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
と

個
人
の
権
利
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
と
の
間
に
乗
り
越
え
難
い
対
立
が
み
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
議
論
が
十
分
に
熟
す
る
ま
で
に
至
ら

(13) 

と
み
る
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
当
時
の
国
際
環
境
も
決
し
て
十
分
な
審
議
に
味
方
す
る
も

に
つ
い
て
後
に
詳
し
く
検
討
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
議
論
に
触
れ
な
い
で
お
こ

こ
う
し
て
、
人
権
委
員
会
は
、
第
十
会
期
で
仕
上
げ
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
条
文
を
採
択
し
た
。
し
か
も
こ
れ
は
市
民
的
お
よ
び
政
治
的

権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
以
下
国
際
自
由
権
規
約
と
略
称
）
第
十
三
条
と
し
て
無
修
正
で
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
第
十
四
総

十
七
総
会
第
三
委
員
会
で
あ
ら
た
め
て
提
案

ソ
連
は
庇
護
権
に
関
す
る
新
し
い
条
項

(
A
/
C
.
3
/
L
.
 
8
1
4
)

を
提
案
し
、
第

(
A
/
C
.
 3
/
L
.
 
1
0
1
3
)

を
し
た
が
、
こ
の
た
び
は
「
庇
護
権
に
関
す
る
宣
言
案
」
（
議
題

(
1
4
)
 

四
六
）
の
審
議
が
終
る
ま
で
と
い
う
こ
と
で
審
議
が
延
期
さ
れ
、
終
に
人
権
規
約
の
中
に
は
盛
り
込
ま
れ
ず
に
終
っ
た
。
国
際
自
由
権

「
合
法
的
に
本
規
約
の
当
事
国
の
領
域
内
に
い
る
外
国
人
は
、
法
律
に
従
っ
て
達
し
た
決
定
に
従
っ
て
の
み
同
地
か
ら
追
放
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
国
の
安
全
と
い
う
や
む
を
え
ざ
る
理
由
か
ら
別
段
の
必
要
の
あ
る
場
合
の
外
、
追
放
反
対
理
由
の
提
出
並
び
に

権
限
あ
る
当
局
ま
た
は
権
限
あ
る
当
局
に
特
に
任
命
さ
れ
た
一
も
し
く
は
二
以
上
の
者
に
よ
る
事
件
の
再
審
お
よ
び
そ
の
た
め
の
代
理

41 (579) 



論 説

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
1
9
9
,
 
p. 
2
2
.
 

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 o
n
 H
u
m
a
n
 R
i
g
h
t
s
,
 
R
e
p
o
r
t
 o
f
 
t
h
e
 S
e
v
e
n
t
h
 S
e
s
s
i
o
n
 
(
1
6
 A
p
r
i
lー

1
9
M
a
y
 1
9
5
1
)
,
 
E
/
1
9
9
2
,
 
p. 
2
1
.
 

前
掲
拙
稿
、
二
九
頁
以
下
参
照
。

そ
れ
ぞ
れ

E
/
1
9
9
2
,
p
.
 

3
1

お
よ
び

p.
3
5
.
 

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
3
1
6
,
 
p. 
5. 

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、

E
/
C
N
.
4
/
L
.
 
1
9
0
 
(
2
9
 M
a
y
 1
9
5
2
)

を
即
日
修
正
し
た

L
.

1
9
0
/
R
e
v
.
 
1

で
あ
る
。
三
国
は
、
三
日
後
に
さ
ら
に

こ
れ
を
修
正
し
た

L
.

1
9
0
/
R
e
v
.
 
2
 (
2
 
J
u
n
e
 1
9
5
2
)

を
提
出
し
た
。

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
3
1
6
,
 
p. 
6. 

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
3
1
8
,
 
p
.
 

8. 

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
3
1
6
,
 
p. 
11. 

同
旨
に
た
と
え
ば
後
日
第
十
二
会
期
で
庇
護
権
を
鏃
題
と
し
て
と
ど
め
る
か
否
か
の
審
議
の
折
の
イ
ギ
リ
ス
代
表

H
o
a
r
e

の
発
言

(
E
/

C
N
.
 4
/
S
R
5
.
 
3
9
,
 
p. 
5
)
 
41M照。

A

一536
5
,
p
a
r
a
s
.
 
31,.......35. 

人
権
委
員
会
(
-
九
五
六
ー
一
九
六

0
)
に
よ
る
宣
言
案
の
作
成
ー
|
'
終
始
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
|
|
＇

一
九
五
四
年
の
第
十
会
期
で
国
際
人
権
規
約
案
を
仕
上
げ
た
「
委
員
会
は
そ
の
歴
史
の
転
回
点
に
到
達
し
、
そ
の
将
来
の
作
業
計
画

(::) 

(

1

4

)

 

(13) 

(
1
2
)
I
b
i
d
.
 

(

1

1

)

 

(10) 

(
9
)
 
Ibid. 

(
8
)
 

(

7

)

 

(

6

)

 

以
上

ibid.,
p
.
 
10. 

(

5

)

 

(

4

)

 

(
3
)
 

(

2

)

 

(580) 

(

1

)
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(

4

)

 

Ibid., 
p
p
.
 

5,_.7. 

(
3
)
 
Ibid., 
p. 
5. 

(
2
)
 

(

1

)

 

(
1
)
 

に
関
す
る
決
定
は
委
員
会
が
再
生
の
機
会

(a
n
e
w
 lease of 
life)
を
得
る
か
ど
う
か
を
決
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
」
と
も
言
わ
れ
、

第
十
一
会
期
で
委
員
会
は
将
来
計
画
を
練
っ
た
。
庇
護
権
に
つ
い
て
、
事
務
総
長
は
「
国
連
の
各
種
機
関
の
庇
護
権
に
関
連
す
る
諸
活

動
」
と
題
す
る
二
十
頁
足
ら
ず
の
覚
書

(
E
/
C
N
.
4
/
7
1
3
)

を
一
九
五
五
年
二
月
二
十
一
日
付
で
提
出
し
、

の
暫
定
議
題
に
も
こ
れ
を
と
り
あ
げ
て
い
た
。
委
員
会
自
体
も
庇
護
権
を
議
題
と
し
て
は
採
択
し
た
が
、

人
権
委
員
会
第
十
一
会
期

し
か
し
、
何
ら
の
審
譲
も
な

さ
れ
ず
に
終
っ
た
。
翌
一
九
五
六
年
第
十
二
会
期
で
フ
ラ
ン
ス
代
表
ジ
ュ
ヴ
ィ
ニ
ー

(
J
u
v
i
g
n
y
)

は
庇
護
権
問
題
が
委
員
会
の
関
心

(

2

)

 

か
ら
は
ず
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
第
十
三
会
期
の
議
題
に
含
め
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
れ
に
対
し
イ
ギ
リ
ス
代
表
ホ
ー
ウ
ア
は
強

く
反
対
し
、
委
員
会
の
議
題
に
の
せ
て
お
く
こ
と
の
有
益
さ
に
疑
問
を
さ
し
挟
ん
だ
。
し
か
し
メ
キ
シ
コ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ギ
リ
シ

ャ
、
中
国
と
次
々
に
発
言
す
る
国
々
の
代
表
が
フ
ラ
ン
ス
提
案
を
支
持
し
た
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
は
成
果
が
あ
が
る
か
ど
う
か
に
疑

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
。
ハ
イ
マ
ン

(
P
y
m
a
n
)

と
と
も
に
、

(

4

)

 

〇
、
棄
権
二
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
庇
護
権
が
そ
れ
自
体
と
し
て
人
権
委
員
会
で
第
十
三
会
期
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
事
務
総
長
は
、
第
十
三
会
期
の
始
ま
る
約
一
ヵ
月
前
の
一
九
五
七
年
二
月
二
十
一
日
付
で
「
庇
護
権
」
と
題
す
る

二
十
頁
足
ら
ず
の
覚
書

(
E
/
C
N
.
4

ー73
8
)

を
提
出
し
、
こ
れ
ま
で
の
鏃
論
の
主
要
点
を
指
摘
し
た
。

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 o
n
 H
u
m
a
n
 R
i
g
h
t
s
,
 
R
e
p
o
r
t
 o
f
 
t
h
e
 E
l
e
v
e
n
t
h
 S
e
s
s
i
o
n
 5,.....,29 
A
p
r
i
l
 1
9
5
5
,
 
E
/
2
7
3
1
 a
n
d
 C
o
r
r
.
1
`
p
a
r
a
.
 8
0
.
 

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
5
3
9
,
 
p. 
4
 a
n
d
 p. 
6
.
 

い
を
も
ち
な
が
ら
も
、

棄
権
し
、

フ
ラ
ン
ス
提
案
は
賛
成
十
五
、
反
対

43 (581) 



論 説

第
一
条
お
よ
び
第
二
条
に
従
っ
て
庇
護
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
は
い
か
な
る
国
際
責
任
も
引
き
起
こ
す
こ
と
は
な

い
。
そ
う
し
た
国
家
が
付
与
し
た
庇
護
は
す
べ
て
の
他
の
国
家
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
定
国
家
が
執
っ
た
い
か
な
る
行
動
と
も
無
関
係
に
、
国
際
連
合
は
、
第
二
条
に
言
及
す
る
人
の
た
め
救
助
と
援
助

(
h
e
l
p
 a
n
d
 assistance)
を
提
供
す
る
も
っ
と
も
実
効
的
手
段
に
関
し
て
、
国
際
連
帯
の
精
神
で
、
諸
国
家
と
協
議
し
な
け
れ
ば

諸
国
家
は
、
他
の
国
家
に
お
い
て
最
初
に
庇
護
を
付
与
さ
れ
た
一
定
数
の
人
の
自
国
領
域
へ
の
入
国
許
可
を
含
め
、
第
一

次
庇
護
国

(
c
o
u
n
t
r
i
e
s
o
f
 
first 
a
s
y
l
u
m
)
の
負
担
を
軽
減
す
る
適
切
な
措
置
を
、
同
様
の
連
帯
の
精
神
で
、
検
討
し
な
け
れ
ば

い
か
な
る
人
も
、
追
放
、
送
還

(
r
e
t
u
r
n
)
ま
た
は
国
境
に
お
け
る
入
国
拒
否
の
よ
う
な
措
置
で
、
世
界
人
権
宣
言
の
諸
原
則

の
違
反
に
よ
っ
て
自
己
の
生
命
、
肉
体
的
一
体
性
ま
た
は
自
由
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
領
域
へ
の
帰
還

(
r
e
t
u
r
n
)
ま
た
は
そ

こ
で
の
滞
在
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
結
果
と
な
る
も
の
は
受
け
る
こ
と
は
な
い
。

こ
の
原
則
は
、
受
入
れ
国
の
安
全
に
対
す
る
危
険
と
み
な
す
合
理
的
根
拠
の
あ
る
人
ま
た
は
特
に
重
大
な
犯
罪
の
終
局
判
決
に
よ

5
 

な
ら
な
い
。

(b) 

な
ら
な
い
。

4
 
(a) 

3
 

庇
護
を
求
め
る
権
利
が
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

2
 

「

1
始
ま
り
ー
フ
ラ
ン
ス
提
案

自
国
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
庇
護
権
が
議
題
に
の
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
第
十
三
会
期
(
-
九

五
七
年
四
月
一
日
—
二
十
六
日
）
に
、

(

1

)

 

出
し
た
。
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
は
、

「
庇
護
権
に
関
す
る
宣
言
案
」

(
E
/
C
N
.
 
4/L. 
4
5
4
 a
n
d
 R
e
v
.
 
1)
を
提

庇
護
を
要
請
す
る
人
に
対
し
て
庇
護
を
付
与
す
る
た
め
の
責
任
は
、
国
際
連
合
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
国
際
社
会
に
あ
る
。

世
界
人
権
宣
言
の
諸
原
則
の
違
反
に
よ
っ
て
自
己
の
生
命
、
肉
体
的
一
体
性
ま
た
は
自
由
を
脅
か
さ
れ
て
い
る
人
は
何
人
も
、

(582) 44 



国連の領域内庇護宣言について(-)

(
2
)
 

庇
護
権
は
世
界
人
権
宣
言
で
言
及
さ
れ
、
庇
護
付
与
の
権
利
・
義
務
が
フ
ラ
ン
ス
ほ
か
い
く
つ
か
の
国
の
憲
法
で
承
認
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
国
際
人
権
規
約
に
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
人
権
宣
言
第
十
四
条
を
拘
束
力
あ
る
も
の
と
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な

さ
れ
て
き
た
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
成
功
せ
ず
、
人
権
規
約
は
庇
護
権
に
つ
い
て
沈
黙
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
現
状
で
は
、
庇
護
権
に
関

「
実
際
的
努
力
は
放
棄
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
最
近
の
事
件
は
国
際
連
帯
が
何
ら
か
の
現
実
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
き
て
い
る
だ
け
に
一
層
そ
う
で
あ
る
」
。
拘
束
力
あ
る
「
法
的
合
意
と
、

は
「
庇
護
を
付
与
す
る
義
務
を
国
連
加
盟
国
に
無
理
に
押
し
つ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
こ
の
分
野
は
、
国
籍
の
分
野

る
。
国
際
社
会
は
、
こ
の
分
野
で
「
明
白
に
窮
極
的
責
任
を
持
っ
て
い
る
」
。
「
と
い
う
の
は
、
国
連
加
盟
国
は
種
々
の
理
由
で
国
を
去

ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
人
々
の
運
命
を
無
視
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
、
難
民
の
本
国
に
接
す
る
国
家
の
み
が
難
民
の
受
入
れ

と
吸
収
に
責
任
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
独
立
し
て
行
動
す
る
国
家
が
他
の
遠
い
国
家
に
責
任
を
押
し
つ
け
る
こ
と
も

で
き
な
い
。
従
っ
て
、
家
を
追
わ
れ
全
く
の
窮
境
に
あ
る
人
間
の
群
れ
と
い
う
惨
状
を
人
類
の
目
に
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
将

の
よ
う
に
、
国
家
は
自
国
の
主
権
に
執
着
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
。

宣
言
の
採
択
の
よ
う
な
「
中
間
的
措
置
の
余
地
が
あ
る
」
。

し
か
し
な
が
ら
、

す
る
国
際
条
約
の
望
み
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

由
を
き
こ
う
。
彼
は
大
略
次
の
よ
う
に
言
う
。

い
口
調
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
後
日
、

他
方
、
宣
言
案
は
国
連
に
代
表
さ
れ
る
国
際
社
会
に
言
及
し
て
い

っ
て
有
罪
と
さ
れ
、
受
入
れ
国
の
社
会
に
対
す
る
危
険
を
構
成
す
る
人
の
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
」
。

一
読
明
瞭
な
よ
う
に
、
最
終
的
に
採
択
さ
れ
た
宜
言
の
す
べ
て
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
た
だ
、

い
く
つ
か
の
規

定
は
、
特
に
冒
頭
で
「
庇
護
付
与
の
た
め
の
責
任
は
国
連
に
代
表
さ
れ
る
国
際
社
会
に
あ
る
」
と
述
べ
る
等
、
宣
言
に
比
し
て
よ
り
強

こ
の
宣
言
案
は
、

一
九
六
八
年
度
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
フ
ラ
ン
ス
代
表
ル
ネ
・
カ
ッ
サ
ン
に
提
案
理

間
に
合
わ
せ
の
取
極
め
と
の
間
に
」
提
案
し
た

フ
ラ
ン
ス
は
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
宣
言
案
を
提
案
し
た
。
宣
言
案

45 (583) 



論 説

イ
ギ
リ
ス
代
表
サ
ー
・
サ
ム
エ
ル
・
ホ
ー
ウ
ア
の
よ
う
に
、

来
に
は
不
可
欠
で
あ
る
の
で
、
被
迫
害
者
を
援
助
す
る
こ
と
を
望
む
諸
国
の
仕
事
を
容
易
に
す
る
実
際
的
措
置
を
勧
告
す
る
必
要
が
あ

る
と
フ
ラ
ン
ス
は
考
え
」
、
こ
れ
を
提
案
す
る
。
ま
た
、
「
こ
の
問
題
は
現
実
的
に
か
つ
人
道
的
な
線
で
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

ま
た
庇
護
権
は
運
命
の
き
ま
ぐ
れ

(the
vagaries of 
c
h
a
n
c
e
)
に
任
せ
て
お
く
べ
き
も
の
で
は
な
い
」
と
極
め
て
強
く
主
張
す
る

人
々
が
お
り
、

故
人
と
な
っ
た
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

v
a
n
R
e
u
v
e
n
 G
o
e
d
h
a
r
t
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、

「
そ
う
し
た
要
請
を
満
た
し
、
実
際
的
貢
献
を
す
る
た
め
に
」
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
第
十
三
会
期
で
直
ち
に
決
定
す

る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
述
べ
き
た
っ
た
ル
ネ
・
カ
ッ
サ
ン
は
、
最
後
に
、
支
持
が
得
ら
れ
れ
ば
、
同
宣
言
案
を
諸
国

(

3

)

 

政
府
に
送
付
し
て
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
決
定
を
委
員
会
が
す
る
よ
う
提
案
し
た
い
、
と
結
ん
だ
。

委
員
会
の
空
気
と
し
て
一
般
的
に
何
か
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
一
致
は
見
ら
れ
た
が
、
具
体
的
な
内
容
と
な
る
と
意
見
が

ぎ
な
い
」
。
「
そ
う
し
た
繰
り
返
し
は
世
界
人
権
宜
言
全
体
を
弱
め
る
の
み
で
あ
る
」
と
述
べ
、
も
し
委
員
会
が
総
会
で
審
議
中
の
人
権

規
約
案
に
一
ヵ
条
を
挿
入
す
る
よ
う
総
会
に
勧
告
す
る
の
で
あ
れ
ば
ソ
連
は
提
案
の
用
意
が
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
宜
言
案
に
は
反
対

(

4

)

 

で
あ
る
旨
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
点
で
は
ボ
ー
ラ
ン
ド
代
表
ワ
シ
ル
コ
ウ
ス
カ

(
W
a
s
i
l
k
o
w
s
k
a
)
夫
人
も
ソ
連
を
支
持
し
、

も
ち
あ
げ
る
者
か
ら
、

「
フ
ラ
ン
ス
の
宣
言
案
は
世
界
人
権
宜
言
第
十
四
条
の
単
な
る
繰
り
返
し
に
す

「
委
員
会
は
提
案
を
他
の
名
宛
人
に
送
付
す
る
単
な
る
郵
便
局
と
し
て
行
動
す
べ
き
で
は
な
く
」
、
も
う
少
し
実
質
審
議
を
し
て
か
ら

(
5
)
 

コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
べ
き
で
あ
り
、
今
は
「
ま
だ
何
か
時
機
尚
早
で
あ
り
」
、
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
し
か
し
多
く

(
6
)
 

の
代
表
は
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
祝
意
を
表
し
、
セ
イ
ロ
ン
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
の
宜
言
案
に
原
則
的
賛
意
を
表
明
し
た
り
、

(

7

)

 

イ
タ
リ
ア
代
表
ド
ミ
ネ
ド

(
D
o
m
i
n
e
d
o
)
の
よ
う
に
「
フ
ラ
ン
ス
案
は
現
実
的
で
し
か
も
十
分
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
だ
」
と
、

(
8
)
 

ア
メ
リ
カ
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
代
表
の
よ
う
に
、
政
府
の
コ
メ
ン
ト
を
得
た
の
ち
討
議
し
よ
う
、
と
い
う
者
や
、

分
か
れ
た
。
ソ
連
代
表
モ
ロ
ゾ
フ

(
M
o
r
o
s
o
v
)
は、

「
第
一
条
に
具
体
化
さ
れ
た
全
く
新
し
い
原
則
を
主
張
す
る
こ
と
が
望
ま

フ
ラ
ン
ス
案
は

(584) 46 
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(

7

)

 

47 

(
6
)
 
I
b
i
d
.
,
 
p. 
6
.
 

(

5

)

 

(

4

)

 

(
3
)
 

的
・
調
査
的
段
階
に
あ
る
事
柄
に
新
原
則
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
前
進
を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
試
み
を
具
体
化
す
べ
き
で
は
な

(
9
)
 

い
」
と
、
そ
の
基
本
方
針
を
述
べ
、
逐
条
的
に
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
者
ま
で
あ
っ
た
。

(
1
0
)
 

委
員
会
は
、
結
局
、
委
員
会
決
議
X
に
よ
っ
て
、

p
a
r
a
.
 
2
0
8
参
照
。

フ
ラ
ン
ス
案
、
同
案
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
修
正
案
、
事
務
総
長
の
二
つ
の
覚
書

お
よ
び
委
員
会
の
議
事
要
録
を
国
連
お
よ
び
専
門
機
関
の
加
盟
国
政
府
な
ら
び
に
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
に
送
付
し
て
、

(11) 

提
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
賛
成
十
二
、
反
対
二
、
棄
権
一
で
あ
っ
た
。

テ
キ
ス
ト
は
、

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
o
n
 H
u
m
a
n
 R
i
g
h
t
s
,
 
R
e
p
o
r
t
 o
f
 
t
h
e
 T
h
i
r
t
e
e
n
t
h
 S
e
s
s
i
o
n
 1
.
-
2
6
 A
p
r
i
l
 1
9
5
7
,
 E
/
2
9
7
0
/
R
e
v
.
 
1, 

フ
ラ
ン
ス
案
に
対
す
る
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
の
一
九
五
九
年
二
月
九
日
付
の
コ
メ
ン
ト
で
は
次
の
十
八
国
が
憲
法
中
に
規
定
し
て
い
る
。

ア
ル
バ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
ガ
テ
マ
ラ
、
ギ
ニ
ア
、
ハ
イ
チ
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
イ

タ
リ
ア
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
エ
ル
・
サ
ル
バ
ド
ル
、
ソ
連
、
ア
ラ
ブ
連
合
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
。
そ
の
他
に
デ
ン

マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
国
内
法
で
庇
護
付
与
義
務
を
定
め
て
い
る
。
な
お
、
慣
行
や
伝
統
の
問
題
と
し
て
庇
護
を
付
与
し
て
い
る
国
の
例
と

し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

s
e
e
E
/
C
N
.
 4

ー785
,
p
p
.
 

2---3. 

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
5
7
4
,
 
p. 
8. 

(

2

)

 

(

1

)

 

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
5
6
4
,
 
p
p
.
 

13---14. 

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
5
7
2
,
 
p. 
6. 

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
5
7
3
,
 
p. 
7. 

し
い
か
ど
う
か
を
疑
い
」
、

「
庇
護
権
に
関
す
る
宜
言
は
、

国
家
の
最
良
の
現
行
の
慣
行
を
具
体
化
す
べ
き
で
あ
っ
て
、

コ
メ
ン
ト
を

い
ま
だ
実
験

(585) 



論 説

の
は
事
実
で
あ
る
。

第
十
五
会
期(

1
)
 

の
批
判
も
な
か
っ
た
」
。
も
っ
と
も
、

こ
の
よ
う
に
手
放
し
で
言
う
に
は
問
題
が
な
く
も
な
い
が
、

諸
国
政
府
の
コ
メ
ン
ト
は
、

ル
ネ
・
カ
ッ
サ
ン
に
よ
れ
ば
、

賛
成
す
る
国
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た

(1) 
六
会
期
が
逐
条
審
議
で
あ
っ
た
。

第
十
五
会
期
は
一
般
討
論
、
第
十

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
5
7
2
,
 
p
.
 

10. 

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
5
7
5
,
 
p
.
 

4
.
 

一
般
討
論
と
逐
条
審
議

諸
国
政
府
や
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
待
ち
で
一
九
五
八
年
の
第
十
四
会
期
で
は

庇
護
権
に
つ
い
て
の
審
議
は
な
か
っ
た
。
第
十
五
会
期
(
-
九
五
九
年
三
月
十
六
日
ー
四
月
一

0
日
）
に
は
二
十
三
の
政
府
と
国
連
難

民
高
等
弁
務
官
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
さ
ら
に
第
十
六
会
期
(
-
九
六

0
年
二
月
二
十
九

H
I三
月
十
八
日
）
に
は
二
十
八
の
政

府
の
コ
メ
ン
ト
と
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
、
民
間
団
体
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、

ほ
か
に
、
総
会
が
庇
護
権
に
関
す
る
国
際
法
の
原
則
と

規
則
の
法
典
化
を
進
め
る
よ
う
に
国
際
法
委
員
会
に
求
め
た
決
議
一
四

0
0
(
X
I
V
)
に
関
し
て
、
第
六
委
員
会
に
お
け
る
討
論
の
概

要
を
示
し
た
事
務
総
長
の
覚
書

(
E
/
C
N
.
4

ー79
5
)

が
あ
っ
た
。
審
議
の
模
様
を
一
言
で
い
え
ば
、

「
極
め
て
勇
気
づ
け
る
も
の
で
あ
り
」
、
「
何
ら

一
九
五
六
年
末
に
念
願
の
国
連
加
入
が
認
め
ら
れ
た
わ
が
国
の
よ
う
に
、

フ
ラ
ン
ス
提
案
の
「
庇
護
権
宜
言
案
の

テ
キ
ス
ト
を
採
択
す
る
こ
と
に
賛
成
」
(
-
九
五
七
年
十
一
月
二
十
九
日
付
覚
書
）
す
る
国
か
ら
、
原
則
的
に
賛
成
す
る
国
、

イ
ギ
リ
ス

の
よ
う
に
諸
国
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
れ
ば
宜
言
作
成
に
賛
成
と
い
う
国
ま
で
を
含
め
れ
ば
、
二
十
三
国
中
十
七
国
が
賛
成
で
あ
り
、

(
2
)
 

明
確
な
反
対
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
一
国
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
代
表
サ
ー
・
サ
ム
エ
ル
・
ホ
ー
ウ
ア
は
こ
う
し
た
諸
国
の
意
思
表
示
を

(

1

1

)

 

(

1

0

)

 

決
議
の
全
文
ほ

E
/
2
9
7
0
/
R
e
v
.

1, 

para. 2
1
4
.
 

(

9

)

 

(586) 

(
8
)
 
そ
れ
ぞ
れ
E
/
C
N
.
4
/
S
R
.
 
5
7
2
,
 
p. 
1
2
 
a
n
d
 p. 
1
3
.
 

48 



国連の領域内庇護宜言について(-)

な
こ
と
は
、

「
イ
ギ
リ
ス
代
表
団
は
、
他
の
諸
国
の
委
員
と
同
じ
理
由
で
、
庇
護
権
に
関
す
る
条
約

に
反
対
で
あ
り
、
二
年
前
に
は
庇
護
権
宜
言
が
褐
策
か
ど
う
か
に
つ
い
て
留
保
を
表
明
し
さ
え
し
た
。
そ
れ
は
強
力
な
支
持
が
な
け
れ

ば
有
益
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
や
、
諸
国
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
こ
う
し
た
支
持
が
現
わ
れ
よ

(
3
)
 

う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
従
っ
て
イ
ギ
リ
ス
は
、
提
案
を
受
け
入
れ
る
用
意
が
あ
る
」
と
。
こ
う
し
て
委
員
会
に
と
っ
て
重
要

「
実
際
的
な
解
決
と
合
意
の
基
礎
」
を
見
い
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
ル
ネ
・
カ
ッ
サ
ン
は
諸
国
が
受
け
入
れ
た
原
則
と
し

て
、
第
一
に
、
切
迫
し
た
死
の
危
険
(
i
m
m
i
n
e
n
t
d
e
a
t
h
)
か
ら
脱
出
し
て
く
る
人
に
庇
護
を
拒
否
す
べ
き
で
な
い
、
第
二
に
、
隣

(
4
)
 

接
国
の
み
が
難
民
の
福
祉
に
責
任
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
他
の
諸
国
も
異
っ
た
方
法
で
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
点
を
あ
げ
る
。

委
員
会
に
お
け
る
討
論
を
注
意
深
く
興
味
を
も
っ
て
聞
い
て
き
た
イ
ン
ド
代
表
ジ
ハ
ー
(
J
h
a
)
は
委
員
間
に
合
意
あ
る
点
と
し
て
四

(
5
)
 

点
を
指
摘
す
る
。
第
一
に
、
政
治
的
迫
害
か
ら
逃
亡
し
て
く
る
個
人
(
a
n
y
individual fleeing 
f
r
o
m
 political 
p
e
r
s
e
c
u
t
i
o
n
)
 

は
庇
護
を
求
め
る
権
利
が
あ
る
。
第
二
に
、

三
に
、

ほ
と
ん
ど
の
国
家
が
法
的
義
務
が
な
い
場
合
で
さ
え
も
人
道
的
理
由
か
ら
庇
護
を
付
与
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
今
後
も
そ
の
政

策
を
継
続
す
る
べ
き
で
あ
る
。
第
四
に
、

い
ず
れ
の
国
家
も
そ
う
し
た
庇
護
を
付
与
し
ま
た
は
拒
否
す
る
主
権
的
権
利
が
あ
る
。
第

と
く
に
住
民
の
大
量
移
動
の
場
合
に
鋭
く
あ
ら
わ
れ
る
の
だ
が
、

カ
、
安
全
ま
た
は
社
会
的
同
化
の
問
題
の
よ
う
に
、

一
国
の
経
済
的
な
収
容
能

い
く
つ
か
の
実
際
的
要
件
に
考
慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
、
こ
の
イ
ン
ド
代
表
の
ま
と
め
方
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
ほ
問
題
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
庇
護
権
の
性
質
に
つ
い
て

は
、
の
ち
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
個
人
の
権
利
と
み
る
者
と
国
家
の
権
利
と
み
る
者
に
分
か
れ
、

ま
た
イ
タ
リ
ア
代
表
ド
ミ
ネ
ド

(
D
o
m
i
n
e
d
o
)
の
よ
う
に
「
庇
護
権
は
自
然
権
(
a
n
a
t
u
r
a
l
 
r
i
g
h
t
)
で
あ
る
」
、
「
実
定
的
権
利
と
異
り
、
漸
進
的
に
承
認
さ
れ
か
つ

保
障
さ
れ
る
べ
き
」
で
あ
り
、

「
個
人
に
と
っ
て
は
単
に
自
然
権
で
あ
る
が
、
し
か
し
尊
重
さ
れ
か
つ
遵
守
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
従

っ
て
国
家
は
こ
れ
に
関
し
て
い
く
つ
か
の
義
務
を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
家
は
庇
護
を
付
与
し
ま
た
は
拒
否
す
る
権
利
を

前
に
し
て
明
ら
に
態
度
を
変
え
る
。
い
わ
く
、

49 (587) 
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も
の
と
い
え
よ
う
。

(

6

)

 

も
つ
が
、
こ
れ
は
各
国
家
の
絶
対
権

(
a
n
a
b
s
o
l
u
t
e
 right)
で
は
な
い
」
と
し
て
、
イ
ン
ド
代
表
の
よ
う
に
「
個
人
は
庇
護
を
付
与

(
7
)
 

さ
れ
る
強
行
可
能
な
権
利

(
e
n
f
o
r
c
e
a
b
l
e
right)
を
も
た
な
い
と
い
う
の
は
確
立
し
た
国
際
法
原
則
で
あ
り
」
、
だ
か
ら
、
成
程
フ

ラ
ン
ス
案
は
極
め
て
貴
い
人
道
的
考
慮
に
基
づ
い
て
い
る
と
は
い
え
、
特
に
同
案
第
五
条
の
よ
う
に
国
家
に
義
務
を
課
す
よ
う
な
「
実

(
8
)
 

際
的
効
果
」
を
も
つ
も
の
に
は
同
意
で
き
な
い
と
主
張
す
る
者
と
は
、
明
ら
か
に
ひ
と
味
ち
が
う
ア
。
フ
ロ
ー
チ
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
に
、
庇
護
権
の
性
質
に
つ
い
て
は
意
見
に
相
当
の
開
き
が
あ
り
、
宣
言
を
作
成
す
る
に
は
明
確
な
庇
護
権
の
定
義
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
案
の
難
点
と
し
て
、
「
庇
護
を
求
め
る
通
常
の
政
治
難
民
(
t
h
e
o
r
d
i
n
a
r
y
 political r
e
f
u
g
e
e
)
」

と
「
逮
捕
ま
た
は
訴
追
の
お
そ
れ
が
個
人
的
に
は
な
い
難
民
の
大
量
移
動

(
m
a
s
s
m
o
v
e
m
e
n
t
s
)
」
と
い
う
二
つ
の
「
全
く
異
る
」

(
9
)
 

問
題
を
明
白
に
区
別
し
て
い
な
い
点
を
指
摘
す
る
レ
バ
ノ
ン
代
表
ハ
キ
ム

(
H
a
k
i
m
)
の
よ
う
な
見
解
も
あ
る
。

そ
の
他
の
問
題
指
摘
と
し
て
は
、

ソ
連
代
表
サ
ボ
ツ
ニ
コ
フ

(
S
a
p
o
z
h
n
i
k
o
v
)
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
彼
に
よ
る
と
、

フ
ラ

ン
ス
案
は
庇
護
権
と
難
民
の
定
着
と
い
う
二
つ
の
極
め
て
異
る
問
題
を
混
同
し
て
お
り
、
し
か
も
難
民
問
題
に
は
「
自
発
的
帰
国
と
再

定
住

(repatriation
o
r
 v
o
l
u
n
t
a
r
y
 r
e
t
u
r
n…

a
n
d
 r
e
s
e
t
t
l
e
m
e
n
t
)
」
と
う
二
つ
の
側
面
が
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
案
は
再
定
住
の
み

(10) 

し
か
扱
っ
て
い
な
い
。
ソ
連
に
と
っ
て
は
庇
護
権
問
題
の
解
決
は
自
国
が
提
案
し
た
条
文
を
人
権
規
約
案
へ
挿
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
第
一
に
論
ず
べ
き
こ
と
で
は
あ
る
が
、
世
界
人
権
宣
言
第
十
四
条
が
あ
る
の
に
、
そ
の
上
「
宣
言
」
な
る
も
の
が
そ
も
そ
も

必
要
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
は
、
委
員
が
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、
当
然
に
起
き
る
。
こ
れ
に
対
し
カ
ッ
サ
ン
は
、

四
条
が
採
択
さ
れ
て
以
来
十
年
間
に
生
じ
た
諸
問
題
や
フ
ラ
ン
ス
自
身
の
難
民
救
済
の
経
験
か
ら
考
え
て
、
第
十
四
条
は
実
際
的
制
度

の
た
め
の
十
分
な
基
礎
を
提
供
し
て
い
な
い
」
の
で
、
宜
言
の
か
た
ち
で
勧
告
を
す
る
の
が
有
益
で
あ
り
、
こ
う
す
れ
ば
条
約
審
議
に

不
可
避
な
法
的
議
論
の
必
要
を
取
り
除
け
る
と
考
え
た
。
要
す
る
に
「
行
動
基
準
」

(
s
t
a
n
d
a
r
d
s
of 
c
o
n
d
u
c
t
)
 
の
作
成
を
目
指
す

「
第
十

(588) 50 



国連の領域内庇護宜言について(-)

リ
ス
（
コ
ン
セ
ン
サ
ス
あ
れ
ば
）
（
E
/
C
N
.
4

ー781
)

、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ボ
ル
ト
ガ
ル
、
ユ
ー
ゴ
(
E
/
C
N
.
4

ー7
8
1
/
A
d
d
.

1)
、

デ
ン
マ
ー
ク
、
ギ
リ
シ
ャ

(
E
/
C
N
.
4

ー781
/
A
d
d
.

2
)

、

す
る
こ
と
に
反
対
し

(
E
/
C
N
.
4

ー781
)
、

(

2

)

 

(

1

)

 

一
般
に
承
認
さ
れ
た
原
則
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
等
の
議
論
が
あ
り
、
委

(
1
7
)
 

員
会
は
、
結
局
、
こ
の
案
を
イ
ラ
ク
案
と
と
も
に
委
員
会
の
議
事
要
録
を
付
し
て
諸
国
政
府
等
に
送
付
し
て
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
こ
と

(
1
8
)
 

に
決
定
し
た
（
委
員
会
決
厳
三

(
X
V
)
。
賛
成
十
五
、
反
対
二
、
棄
権
一
で
あ
っ
た
。

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
6
1
8
,
 
p. 
4. 

賛
成
？
ォ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
セ
イ
ロ
ン
、
ハ
イ
チ
、
日
本
、
モ
ロ
ッ
コ
、
バ
キ
ス
タ
ン
、
ペ
ル
ー
、
ス
ペ
イ
ン
（
原
則
的
に
）
、
イ
ギ

ろ
、
こ
の
第
二
次
案
に
つ
い
て
も
、

(
1
1
)
 

こ
う
し
て
、
出
さ
れ
た
種
々
の
批
判
を
考
慮
し
て
、

(
1
2
)
 

フ
ラ
ン
ス
は
宜
言
案
の
改
訂
版

(
E
/
C
N
.
4
/
L
・
5
1
7
)

を
提
出
し
た
。
こ
の
、(13) 

い
わ
ば
第
二
次
案
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
代
表
コ
ー
ン

(
C
o
h
n
)
は
、
自
国
修
正
案
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
「
完
全
に
満
足
」

(14) 

と
い
う
評
価
を
与
え
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
サ
ー
・
サ
ム
エ
ル
・
ホ
ー
ウ
ア
は
「
原
案
へ
の
相
当
な
改
善
」
と
評
す
る
。
イ
タ
リ
ア
代
表
ド

ミ
ネ
ド
は
、

し
て
、

フ
ラ
ン
ス
案
が
第
十
四
条
の
繰
り
返
し
だ
か
ら
無
用
と
か
、
同
条
の
修
正
だ
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
代
表
に
対

フ
ラ
ン
ス
案
を
擁
護
し
て
、

「
草
案
は
第
十
四
条
を
繰
り
返
し
て
も
い
な
い
し
、
修
正
し
て
も
い
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ
を
発

展
さ
せ
て
お
り
、
だ
か
ら
一
歩
前
進
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。
も
ち
ろ
ん
批
判
も
あ
り
、
こ
れ
を
拒
否
す
る
代
表
も
あ
る
が
、
こ

と
「
草
案
の
と
る
べ
き
形
式
に
つ
い
て
い
え
ば
」
、
カ
ッ
サ
ン
の
言
う
よ
う
な
、
「
委
員
会
が
規
約
を
受
け
入
れ
る
の
を
嫌
が
り
、
ま
た

世
界
人
権
宣
言
第
十
四
条
を
繰
り
返
す
こ
と
も
修
正
す
る
こ
と
も
望
ま
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
第
十
四
条
の
『
実
施
の
た
め
の
規
則
』

(16) 

ー
と
は
い
っ
て
も
、
こ
れ
は
拘
束
力
は
な
い
の
だ
が
ー
ー
を
作
成
す
る
以
外
に
取
る
べ
き
方
法
は
な
い
」
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

反
対
"
チ
工
コ
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
ヽ
才
l
ス

E
フ
リ
て
な
ぉ
ボ
ー
ラ
ン
ド
ほ
コ
メ
ン
卜

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
れ
ば
用
意
あ
り

(
E
/
C
N
.
4

ー781
/
A
d
d
.

2
)

と
す
る
。

そ

51 (589) 



吟
nHII 説

第
一
条

の
他
ス
エ
ー
デ
ン
は
宜
言
の
実
際
的
効
果
に
疑
い
を
も
ち

(
E
/
C
N
.
4

ー78
1
)
、

イ
ン
ド
は
宣
言
案
が
国
家
主
権
銀
念
に
直
接
侵
入
し
て
き
て
い

る
点
を
指
摘
す
る

(
E
/
C
N
.
4

一7
8
1
/
A
d
d
.

1
)
。
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
は
も
う
一
っ
態
度
が
明
ら
か
で
な
い
。

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
6
1
9
,
 
p
.
 

5
.
 

イ
ン
ド
代
表
自
身
が
「
狭
い
法
的
考
慮
に

i
n
s
p
i
r
e
d

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
」

(
E
/
C
N
.
4
/
S
R
.
 
6
1
9
,
 
p
.
 

6
)

と
断
っ
て
い
る
が
、
こ

う
し
た
イ
ン
ド
の
議
論
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
代
表

H
e
i
b
l
e

の
見
解

(
E
/
C
N
.
4
/
S
R
.
 
6
2
0
,
 
p
.
 

1
2
)

を
対
置
し
て
お
こ
う
。

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
6
2
0
,
 
p
p
.
 

12,....,13. 

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
6
2
1
,
 
p
.
 

8
.
 

世
界
人
権
宜
言
第
十
四
条
が
『
1
……略・・・・・・
2
…
…
略
…
…
』
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、

適
切
な
場
合
に
は
こ
の
人
道
的
規
定
は
そ
れ
が
採
択
さ
れ
た
精
神
で
適
用
さ
れ
る
の
が
大
い
に
望
ま
し
い
こ
と
を
考
慮
し
、

国
際
連
合
及
び
国
家
が
そ
の
行
動
を
次
の
諸
原
則
に
も
と
づ
か
せ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
。

(

1

2

)

 

(
n
)
 

(

9

)

 

(

8

)

 

各
国
家
は
世
界
人
権
宣
言
第
十
四
条
を
援
用
す
る
権
利
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
そ
の
主
権
の
行
使
に
よ
っ
て
、
庇
護
を
付
与
す
る
権
利

を
有
す
る
。
い
か
な
る
国
際
責
任
も
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
な
い
も
の
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
付
与
さ
れ
た
庇
護
は
す
べ
て
の
他
の

国
家
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

総
会
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
第
二
次
案
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

(
1
1
)
I
b
i
d
.
,
 p
.
 

9
.
 

(

7

)

 

(
6
)
 
E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
6
2
1
,
 
p
p
.
 

1
1
,
_
.
1
2
.
 

(

5

)

 

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
6
1
9
,
 
p
.
 

5
.
 

(

4

)

 

I
b
i
d
・
,
 
p
.
 

4
.
 

(

3

)

 

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
6
1
8
,
 
p
.
 

9
.
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国連の領域内庇護宣言について(-)

(

1

5

)

 

(

1

4

)

 

I
b
i
d
.
,
 
p. 
11. 

I
b
i
d
.
 

(13) 
67--68. 

釈
し
て
は
な
ら
な
い
」
。

「
第
五
条

な
お
イ
ラ
ク
は
フ
ラ
ン
ス
案
に
第
五
条
の
追
加
を
提
案
し
た
。

第
四
条

国
際
連
合
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
国
際
社
会
は
、
迫
害
又
は
十
分
根
拠
の
あ
る
迫
害
の
お
そ
れ
の
た
め
に
自
国
又
は
他
国
を
離
れ
た
人

の
安
全
及
び
福
祉
に
か
か
わ
り
を
も
つ
責
任
が
あ
る
。

第
三
条

世
界
人
権
宜
言
第
十
四
条
の
も
と
で
庇
護
を
求
め
且
つ
享
有
す
る
権
利
の
あ
る
人
は
何
人
も
、
追
放
、
送
還
又
は
国
境
に
お
け
る
入
国

拒
否
の
よ
う
な
措
置
で
、
自
己
の
生
命
、
肉
体
的
一
体
性
又
は
自
由
が
自
己
の
人
種
、
宗
教
、
国
籍
若
し
く
は
特
定
の
社
会
集
団
へ
の
所
属
の

た
め
又
は
政
治
上
の
意
見
の
た
め
に
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
領
域
へ
の
帰
還
又
は
そ
こ
で
の
滞
在
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
結
果
と
な
る
も
の
は
受
け

る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
原
則
は
、
受
入
国
の
安
全
に
対
す
る
危
険
と
み
な
す
の
に
合
理
的
根
拠
の
あ
る
人
又
は
特
に
重
大
な
犯
罪
の
終
局
判
決

に
よ
っ
て
有
罪
と
さ
れ
、
同
国
の
社
会
に
対
す
る
危
険
を
構
成
す
る
人
の
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

国
が
、
人
数
が
同
国
の
収
容
能
力
を
超
え
た
た
め
か
又
は
そ
の
他
の
何
か
の
理
由
の
た
め
か
に
よ
っ
て
、
庇
護
付
与
を
継
続
す
る
こ
と

を
困
難
と
認
め
る
場
合
に
は
、
扶
助
及
び
援
助
又
は
同
国
領
域
へ
の
入
国
許
可
と
い
う
い
ず
れ
か
の
形
に
よ
っ
て
、
可
能
と
認
め
る
最
大
限
ま

で
、
す
べ
て
の
適
切
な
手
段
を
執
る
の
は
他
の
国
の
責
務
で
あ
る
。

国
際
連
合
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
国
際
社
会
は
、
国
際
協
力
を
確
保
す
る
た
め
及
び
国
が
自
国
の
力
を
越
え
て
第
三
条
の
遵
守
を
認
め
る
こ

と
と
な
る
事
態
を
防
止
す
る
た
め
特
別
な
責
任
を
、
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
は
、
も
っ
て
い
る
」
。

こ
の
宜
言
中
の
い
か
な
る
規
定
も
、
世
界
人
権
宜
言
第
十
三
条
二
項
に
述
べ
ら
れ
た
自
国
に
帰
る
各
人
の
権
利
を
害
す
る
も
の
と
解

テ
キ
ス
ト
は

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
o
n
 H
u
m
a
n
 R
i
g
h
t
s
,
 
R
e
p
o
r
t
 o
f
 t
h
e
 F
i
f
t
e
e
n
t
h
 S
e
s
s
i
o
n
 
1
6
 M
a
r
c
h
,
1
0
 A
p
r
i
l
 
1
9
5
9
,
 E
/
3
2
2
9
,
 p
a
r
a
s
.
 

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
6
2
1
,
 
p. 
10. 

第
二
条

53 (591) 



論 説

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
6
2
2
,
 
p. 
8
.
 

逐
条
審
議
に
入
る
前
に
庇
護
権
宣
言
を
作
成
す
べ
き
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
若
干
の
代
表
が
問
題
を
提
起

し
、
む
し
ろ
必
要
な
こ
と
は
宣
言
の
作
成
で
は
な
く
、
法
的
拘
束
力
あ
る
文
書
の
中
に
具
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
権
利
を
実
施

(

1

)

 

す
る
こ
と
こ
そ
次
に
と
る
べ
き
手
段
で
あ
る
と
論
じ
、
こ
の
関
連
で
第
十
四
総
会
第
三
委
員
会
に
提
案
さ
れ
た
ソ
連
の
庇
護
権
条
項
に

言
及
さ
れ
た
。
し
か
し
、
大
多
数
の
代
表
は
第
十
六
会
期
で
宣
言
案
の
起
草
に
と
り
か
か
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
で
意
見
が
一
致
し

た
。
庇
護
権
問
題
は
緊
急
の
世
界
的
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(
2
)
 

持
し
て
い
た
。

コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
政
府
は
庇
護
権
宣
言
を
支

さ
て
、
こ
う
し
て
人
権
委
員
会
は
前
文
か
ら
逐
条
審
鏃
に
入
っ
た
。
委
員
会
審
議
の
原
案
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
案
の
前
文
お
よ
び

(

3

)

 

(
E
/
C
N
.
 4
/
L
.
 5
5
0
)

を
提
出
し
、
フ
ラ
ン
ス
代
表
も
こ

本
文
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
代
表
ロ
ー
ド

(
L
o
r
d
)
夫
人
は
全
面
的
修
正
案

(
4
)
 

れ
を
受
け
入
れ
、
こ
れ
が
一
般
的
支
持
を
得
た
が
、
本
文
の
「
加
盟
国
が
自
国
の
行
動
に
お
い
て
次
の
諸
原
則
を
考
慮
に
入
れ
る

(
t
a
k
e
 
into 
a
c
c
o
u
n
t
)
こ
と
を
勧
告
す
る
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
異
論
が
あ
り
、
ソ
連
代
表
フ
ォ
ミ
ン

(
F
o
m
i
n
)
提
案
に
よ
り
、

(

5

)

 

分
離
投
票
さ
れ
、
前
文
は
賛
成
十
四
、
反
対
〇
、
棄
権
二
で
採
択
さ
れ
た
。
本
文
に
つ
い
て
は
イ
ン
ド
代
表
ジ
ハ
ー
(
J
h
a
)
が

"
t
a
k
e

(

6

)

 

in to 
a
c
c
o
u
n
t
 "
に
か
え
て

6
:
a
d
o
p
t
'
'
を
提
案
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
『
考
慮
に
入
れ
る
』
と
い
う
表
現
は
、
諸
国
に
勧
告
さ
れ
る

諸
原
則
が
す
で
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
思
え
、
こ
う
し
た
コ
ン
テ
キ
ス
ト
か
ら
す
れ
ば
「
勧
告
と
い
う
よ
り
む
し

(
7
)
 

ろ
命
令

(
i
n
j
u
n
c
t
i
o
n
)
も
同
然
と
な
る
表
現
形
式
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
イ
ン
ド
代
表
に
「
よ
り
ゆ
る
や
か
な
」
表
現
と

②
第
十
六
会
期

(

1

8

)

 

(

1

7

)

 

前
掲
注
(
1
2
)

参
照
。

(592) 

(
1
6
)
 

I
b
i
d
.
,
 
p. 
1
3
.
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国連の領域内庇護宜言について(-)

(
8
)
 

「
あ
ま
り
に
も
強
い
」
表
現
と
映
り
、
結
局
フ
ラ
ン
ス
案
の
『
基
づ
か
せ
る
べ
き
』

(
s
h
o
u
l
d
 b
a
s
e
 t
h
e
m
s
e
l
v
e
s
)
が
竿
企
択
さ
れ
た
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
案
の
『
国
連
お
よ
び
…
…
加
盟
国
は
』
の
『
国
連
お
よ
び
』
の

(

9

)

 

文
言
は
イ
ラ
ク
の
削
除
提
案
に
よ
り
、
賛
成
七
、
反
対
五
、
棄
権
五
で
削
除
さ
れ
た
。
な
お
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
現
行
の
諸

(10) 

文
書
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
代
表
ル
ネ
・
カ
ッ
サ
ン
は
『
庇
護
に
関
す
る
現
行
の
諸
文
書
を
害
す
る
こ

(
1
1
)

（

12) 

と
な
く
』
の
文
言
の
挿
入
を
口
頭
提
案
し
、
削
除
さ
れ
た
部
分
を
除
い
て
、
本
文
は
賛
成
十
四
、
反
対
二
、
棄
権
一
で
採
択
さ
れ
た
。

世
界
人
権
宜
言
第
十
四
条
の
仕
上
げ
を
意
図
す
る
宜
言
の
第
一
条
で
国
家
の
主
権
的
権
利
の
再
確
認
か
ら
出
発
す
べ
き
で
は
な
く
、

庇
護
権
自
体
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
る
べ
き
で
あ
る
、

と
す
る
批
判
が
一
方
に
あ
り
、
他
方
で
ほ
、
そ
う
し
た
見
解
に
同
意

(
1
3
)
 

し
つ
つ
も
、
国
家
主
権
に
第
一
条
で
何
ら
か
の
言
及
を
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
主
張
す
る
代
表
が
あ
り
、
ま
た
第
一
条
第
二
文

の
『
国
際
責
任
』
へ
の
言
及
に
対
し
て
は
、
こ
れ
が
漠
然
と
し
て
お
り
、
論
争
の
種
に
な
る
と
批
判
さ
れ
、
さ
ら
に
庇
護
国
が
い
か
な

(
1
4
)
 

る
種
類
の
国
際
責
任
か
ら
も
自
由
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
受
け
入
れ
難
い
と
す
る
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。
そ
こ
で
イ
ラ
ク

(

1

5

)

 

代
表
キ
タ
ー
ー

(Kittani)
の
示
唆
の
線
で
、
フ
ラ
ン
ス
代
表
が
口
頭
で
「
世
界
人
権
宣
言
第
十
四
条
を
援
用
す
る
権
利
の
あ
る
人
に
対

(
E
/
C
N
.
 4
/
L
.
 5
5
3
)

と
し
て
配
布
さ
れ
た
の
ち
、

し
て
、
国
家
が
そ
の
主
権
の
行
使
に
よ
っ
て
付
与
し
た
庇
護
は
、
す
べ
て
の
他
の
国
家
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

(16)

（

17) 

修
正
提
案
を
行
な
っ
た
。
こ
の
提
案
は
い
く
つ
か
の
反
対
を
満
足
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
こ
れ
が
暫
定
的
に
承
認
さ
れ
、
文
書

(
1
8
)
 

賛
成
十
五
、
反
対
〇
、
棄
権
三
で
採
択
さ
れ
た
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
＂
、
、
、

原
案
第
二
条
に
対
し
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
メ
キ
シ
コ
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
ェ
ラ
は
「
国
連
憲
章
第
二
条
七
項
の
規
定
と
両
立
し
う
る
か
ぎ
り

で
、
国
連
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
国
際
社
会
が
…
…
責
任
を
有
す
る
」
と
す
る
修
正
案
(
E
/
C
N
.
4
/
L
.
 5
5
1
)
 
(
傍
点
部
分
の
挿
入
を

第
二
条

第
一
条

思
え
た

『
採
択
す
る
』

も
フ
ラ
ン
ス
代
表
に
は

55 (593) 



論 説

c
o
n
s
i
d
e
r
)
」。

(23) 

「
迫
害
ま
た
は
十
分
根
拠
あ
る
迫
害
の
お
そ
れ
の
た
め
に
自
国
ま
た
は
そ
の
他
の
国
を
去
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
の
状
態
は
、

(
2
4
)
 

国
際
社
会
の
関
心
事
で
あ
る
。

(
2
5
)
 

国
が
庇
護
付
与
を
継
続
す
る
こ
と
を
困
難
と
認
め
る
場
合
に
は
、
諸
国
は
、
個
別
的
に
ま
た
は
共
同
し
て
ま
た
は
国
際
連
合
を
通
じ

て
、
国
際
連
帯
の
精
神
に
よ
り
、
庇
護
を
付
与
す
る
国
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
適
切
な
措
置
を
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
。

原
案
の
第
二
条
と
第
四
条
を
結
合
す
る
こ
と
に
は
賛
成
が
あ
っ
た
。
第
四
条
に
対
す
る
主
要
な
異
議
は
、
原
案
の
ま
ま
で
は
、
庇
護

な
っ
た
。

ま
、
イ
ラ
ク
、

，

ー

「
人
権
に
関
し
て
第
五
十
五
条
C

と
第
五
十
六
条
が
定
義
し
て
い
る
憲
章
上
の
国
連
の
責
任
以
上
の

(22) 

義
務
を
国
連
に
課
し
て
い
る
」
と
も
批
判
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
種
々
の
反
対
を
満
た
す
た
め
、
ま
た
、
原
案
第
二
条
と
第
四
条
が
と

も
に
「
庇
護
を
付
与
さ
れ
た
人
の
た
め
の
国
際
的
援
助
と
い
う
考
え
に
関
連
し
て
い
る
の
で
」
、
ニ
ヵ
条
を
結
び
つ
け
る
た
め
、
イ
ン
ド

レ
バ
ノ
ン
、

ア
メ
リ
カ
と
共
に
、
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
の
示
唆
を
入
れ
て
、
次
の
提
案

(
E
/
C
N
.
4

ー55
6
/
R
e
v
.
1)
を
行

句
は
あ
ま
り
に
も
強
す
ぎ
る
し
、

主
張
、
筆
者
）
を
提
出
し
た
。
メ
キ
シ
コ
代
表
デ
・
ア
ル
バ
に
よ
る
と
、
原
案
の
ま
ま
で
は
、
庇
護
国
が
庇
護
を
付
与
し
た
人
に
影
響

(19) 

す
る
条
件
に
関
し
て
国
連
の
検
査
ま
た
は
監
督
を
受
け
入
れ
る
義
務
を
も
つ
か
の
よ
う
な
含
蓄
が
あ
り
、

お
よ
び
福
祉
は
…
…
庇
護
国
の
国
内
管
轄
権
内
に
は
い
る
」
の
で
あ
り
、

「
庇
護
を
求
め
る
人
の
安
全

「
こ
の
点
で
外
部
の
干
渉
の
可
能
性
を
か
す
か
に
で
も
示
す

(20) 

も
の
は
い
か
な
る
も
の
も
庇
護
国
の
主
権
と
両
立
し
な
い
だ
ろ
う
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
が
第
二
条
に
対
す
る
主
要
な
反
対
の
一
っ

で
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
、
『
国
連
に
代
表
さ
れ
る
国
際
社
会
』
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、
「
国
連
に
代
表
さ
れ
て
い
な
い
世
界
の
広
い
地

ま
た
「
国
連
は
…
…
『
か
か
わ
り
を
も
つ

(
c
o
n
c
e
r
n
itself)
責
任
を
有
す
る
』
」
と
い
う
一

域
が
あ
る
」
か
ら
と
か
、
「
厳
密
に
言
え
ば
国
連
は
そ
の
加
盟
国
た
る
地
位

(
m
e
m
b
e
r
s
h
i
p
)

を
代
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
か
ら
、

(
2
1
)
 

不
適
切
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
あ
り
、

(
s
h
o
u
l
d
 

(594) 56 



国連の領域内庇護宣言について(-)

ま、
＇（ 

コ
ー
ラ

え
る
、

正
式
に
、

人
権
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
語
ら
な
い
。

第
三
条
一
文
末
の
列
挙
は
庇
護
を
求
め
る
人
に
不
利
な

も
っ
と
も
こ
れ
に
は
、
生
命
な

エ
ル
マ

(prejudicial) 
も
の
の
よ
う
に
思

国
が
庇
護
付
与
の
継
続
を
困
難
と
認
め
る
場
合
は
常
に
庇
護
国
を
援
助
す
る
義
務
を
他
の
国
に
課
す
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
点
に
あ
っ

た
。
こ
の
点
で
四
国
案
は
従
っ
て
趣
旨
を
生
か
し
て
「
改
善
」
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

四
国
案
一
項
に
つ
い
て
は
ル

(26) 

ネ
・
カ
ッ
サ
ン
の
よ
う
に
「
原
案
の
も
つ
モ
ラ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
を
欠
い
て
い
る
」
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
た
。

一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
主
張
を
考
慮
し
て
『
国
家
の

(27) 

主
権
な
ら
び
に
国
際
連
合
の
目
的
お
よ
び
原
則
を
害
し
な
い
限
り
』
と
い
う
一
句
が
第
一
項
に
挿
入
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
修
正
さ
れ
た

(28) 

四
国
案
は
賛
成
十
五
、
反
対
〇
、
棄
権
三
で
採
択
さ
れ
た
。
な
お
フ
ラ
ン
ス
は
棄
権
し
た
。

第
三
条

(29) 

い
わ
ゆ
る
ノ
ン
・
ル
フ
ー
ル
マ
ン
（
追
放
送
還
禁
止
）
の
原
則
を
具
体
化
し
た
本
条
は
、
宜
言
の
「
か
な
め
石
」
で
あ
る
。
フ
ラ
ン

ス
案
第
三
条
は
二
つ
の
文
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、

原
則
を
述
べ
る
一
文
は
と
も
か
く
、

一
文
に
つ
い
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
代
表
エ
ル
マ
コ
ー
ラ

(
E
r
m
a
c
o
r
a
)
は
言
う
。
「
委
員
会
は
国
家
の
主
権
に
つ
い
て
多
く
を
語
り
、

な
ぜ
な
ら
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
解
釈
に
力
を
貸
す
漠
然
と
し
た
文
言
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
。
そ
こ
で
、

「
自
己
の
生
命
、
肉
体
的
一
体
性
ま
た
は
自
由
が
、
人
種
、
宗
教
、
国
籍
、
も
し
く
は
特
定
の
社
会
集
団
へ
の

所
属
ま
た
は
政
治
上
の
意
見
の
た
め
に
迫
害
さ
れ
る
」
に
か
え
て
、
「
自
己
が
迫
害
の
十
分
根
拠
あ
る
お
そ
れ
を
も
つ
(
h
e
h
a
s
 well, 

(30) 

f
o
u
n
d
e
d
 f
e
a
r
)
」
と
い
う
よ
り
単
純
な
よ
り
一
般
的
な
条
文
を
提
案
し
た

(
E
/
C
N
•
4
/
L
.

558)。

(
3
1
)
 

ど
が
脅
か
さ
れ
る
緊
急
な
も
の
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
主
張
が
あ
る
。

二
文
は
難
民
条
約
第
三
十
三
条
二
項
か
ら
派
生
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
項
は
宣
言
案
第
三
条
が
想
定
す
る
事
態
と
は
「
全
く
異
る
」

文
に
ほ
と
ん
ど
の
異
論
が
集
中
し
た
。

除
外
条
項

(
s
a
v
i
n
g
c
l
a
u
s
e
)
と
な
る

四
国
案
は
、

し
か
し
な
が
ら
、

57 (595) 



論 説

で
は
な
く
、

も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
部
分
が
削
除
さ
れ
、

そ
う
修
正
さ
れ
た
二
項
が
賛
成
七
、

反
対

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
代
表
ピ
コ
は
第
三
条
を
も
っ
と
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
「
現
行
の
国
際
慣

(32) 

行
を
反
映
す
る
」
修
正
案
を
メ
キ
シ
コ
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
と
共
同
し
て
提
出
し
た
。
し
か
し
、
議
論
が
膠
着
状
態
に
陥
っ
た
の
で
、
議

(33) 

長
の
示
唆
に
よ
っ
て
関
係
代
表
間
で
第
三
条
問
題
で
非
公
式
に
会
合
し
、
フ
ラ
ン
ス
代
表
が
第
三
条
に
つ
い
て
新
提
案
を
行
な
っ
た
。

一
項
と
三
項
に
つ
い
て
は
合
意
に
達
し
た
が
、
二
項
に
つ
い
て
ほ
合
意
が
成
立
せ
ず
、

フ
ラ
ン
ス
の
責
任
で
提
出
さ

細
部
に
わ
た
る
分
析
は
後
に
行
な
う
の
で
こ
こ
で
概
略
の
み
記
せ
ば
、
総
会
で
採
択
さ
れ
た
領
域
内
庇
護
宜
言
第
三
条
の
基
本
枠
組

が
こ
れ
に
よ
っ
て
成
立
し
、

(35) 

三
で
採
択
さ
れ
た
。
二
項
は
も
っ
と
も
争
わ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
提
案

(
E
/
C
N
.
4
/
L
.
 
5
6
1
)

で
は
、

離
投
票
に
付
さ
れ
、

一
項
に
つ
い
て
は
反
対
な
く
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
、
修
正
の
上
、
賛
成
十
五
、
反
対
〇
、
棄
権

と
の
理
由
と
し
て
『
国
の
安
全
と
い
う
圧
倒
的
理
由
』
と
『
住
民
の
保
護
』
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
後
者
が
中
国
代
表
の
要
求
で
分

六
~
六
~
六
と
票
が
き
れ
い
に
分
か
れ
、

(36) 

四
、
棄
権
七
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
に
は
委
員
の
間
に
不
満
が
渦
い
た
が
、
三
項
に
審
議
は
移
っ
た
。
三
項
に
は
ボ
ー
ラ
ン
ド
の

ワ
シ
ル
コ
ウ
ス
カ
夫
人
が
強
く
反
対
し
、
第
一
に
国
家
を
拘
束
す
る
、
第
二
に
一
項
に
原
則
を
、
二
項
に
例
外
を
規
定
し
、

ら
に
「
そ
の
例
外
の
例
外
」
を
三
項
に
規
定
す
る
の
は
「
不
健
全
な
起
草
」
で
あ
る
、
第
三
に
全
く
新
し
い
も
の
で
あ
り
、
諸
国
政
府

(

3

7

)

 

は
コ
メ
ン
ト
の
機
会
を
も
っ
て
い
な
い
、
と
発
言
し
た
。
も
ち
ろ
ん
三
項
は
人
道
的
目
的
に
出
た
も
の
で
あ
り
、

(

3

8

)

 

ル
ネ
・
カ
ッ
サ
ン
に
よ
れ
ば
、

と
国
家
の
実
際
的
困
難
を
調
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
単
な
る
選
択
的
方
針

(
o
p
t
i
o
n
a
l
c
o
u
r
s
e
)
」
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
項
か
ら
な
り
、

(
3
4
)
 

れ
た
。

一
項
の
原
則
に
例
外
を
設
け
る
こ

し
か
も
さ

一
項
の
人
道
的
責
務

「
例
外
の
例
外
」
を
規
定
す
る
も
の

継
論
は
や
や
も
す
れ
ば
二
項
問
題
に
引
き

(
3
9
)
 

戻
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
と
に
か
く
も
三
項
に
つ
い
て
票
決
さ
れ
、
賛
成
十
、
反
対
五
、
棄
権
三
で
採
択
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
う

(
4
0
)
 

し
て
修
正
さ
れ
た
第
三
条
全
体
は
わ
ず
か
賛
成
九
票
を
得
た
の
み
で
、
反
対
六
、
棄
権
三
で
採
択
さ
れ
た
。
二
項
問
題
の
余
儘
が
く
す

(596) 58 



国連の領域内庇護宣言について(-)

は
な
い
」
。

そ
れ
は
、

は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

第
四
条

ぶ
り
、
結
局
人
権
委
員
会
は
、
引
き
続
き
第
四
条
、
第
五
条
の
審
議
を
進
め
、
一
応
す
べ
て
の
条
文
に
つ
い
て
審
鏃
が
完
了
し
た
の
ち
、

(
4
1
)
 

イ
ラ
ク
代
表
キ
タ
ニ
が
第
三
条
再
審
議
の
動
議
を
提
出
し
、
こ
れ
が
賛
成
十
五
、
反
対
一
、
棄
権
二
で
採
択
さ
れ
た
。
委
員
会
は
全
く

異
例
の
再
審
議
に
よ
り
第
三
条
を
検
討
し
た
。
キ
タ
ニ
提
案
に
よ
り
、

圧
倒
的
理
由
ま
た
は
住
民
保
護
の
た
め
を
除
く
外
』
が
挿
入
さ
れ
、
ま
た
も
や
中
国
が
分
離
投
票
を
要
求
し
た
が
、
こ
の
た
び
は
『
住

(
4
2
)
 

民
保
護
』
の
一
句
は
賛
成
十
四
、
反
対
一
、
棄
権
三
で
採
択
さ
れ
た
。

(
4
3
)
 

こ
う
し
て
、
第
三
条
全
体
は
賛
成
十
四
、
反
対
二
、
棄
権
四
で
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
般
に
支
持
さ
れ
た
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
代

原
案
第
四
条
は
第
二
条
二
項
に
移
し
変
え
ら
れ
、
削
除
さ
れ
た
。
レ
バ
ノ
ン
代
表
が
全
く
新
し
い
条
文
を
第
四
条
と
し
て
提
案
し
た
。

L
.
 
563) 

「
第
三
条
が
庇
護
国
の
責
任
と
庇
護
を
享
有
す
る
個
人
と
庇
護
国
と
の
関
係
の
み
を
扱
っ
て
い
る
の
で
、
自
然
の
コ
ロ
ラ
リ

ー
と
し
て
庇
護
付
与
国
と
そ
の
他
の
関
係
を
カ
バ
ー
す
る
新
第
四
条
が
必
要
だ
」
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
庇
護
を
享
有
す
る
個
人

(
4
4
)
 

は
友
好
的
国
際
関
係
を
害
す
る
何
も
の
も
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
」
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

そ
の
提
案
(
E
/
C
N
.
4
/
 

「
庇
護
を
享
有
す
る
人
は
国
際
連
合
の
目
的
お
よ
び
原
則
に
反
す
る
活
動
に
従
事
す
る
べ
き
で

こ
の
提
案
は
、
庇
護
付
与
国
に
は
庇
護
を
享
有
す
る
個
人
が
、
自
国
領
域
内
に
お
い
て
、
逃
亡
し
て
き
た
国
に
反
対
す
る
活
動
に
従

(
4
5
)
 

事
し
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
義
務
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
十
分
に
確
立
さ
れ
た
原
則
」
で
あ
る
、
と
す
で
に
第
十
五
会
期
で
主
張
し
て
い
た

(
4
6
)
 

ボ
ー
ラ
ン
ド
代
表
ワ
シ
ル
コ
ウ
ス
カ
夫
人
は
「
心
か
ら
の
支
持
」
を
与
え
、
ま
た
メ
キ
シ
コ
代
表
デ
・
ア
ル
バ
も
「
国
際
関
係
の
調
和

(47)

カ
ウ
ン
ク
ー

を
保
持
す
る
た
め
の
高
貴
な
、
か
つ
先
見
の
明
あ
る
試
み
」
と
歓
迎
し
、
イ
ン
ド
代
表
ジ
ハ
ー
も
「
国
家
に
課
さ
れ
た
責
任
の
対
と
な

<,＇ト
る
も
の
と
し
て
の
個
人
の
責
任
を
疑
い
の
余
地
な
く
述
べ
る
必
要
」
に
同
意
す
る
な
ど
、

一
項
と
二
項
が
結
び
合
わ
さ
れ
、

一
項
に
『
国
の
安
全
と
い
う

59 (597) 



論 説

表
サ
ー
・
サ
ム
エ
ル
・
ホ
ー
ウ
ア
の
よ
う
に
、

あ
り
、
危
険
で
さ
え
あ
る
」
と
し
、
「
極
め
て
一
般
的
な
意
味
で
は
活
動
の
性
格
は
理
解
で
き
る
が
」
、
国
際
連
合
の
目
的
お
よ
び
原
則

に
反
す
る
活
動
か
否
か
の
決
定
は
国
家
の
自
由
で
あ
り
、
こ
の
「
自
由

(latitude)
の
濫
用
を
防
止
す
る
に
十
分
な
特
別
の
詳
細
な

(
4
8
)

（

49) 

活
動
に
つ
い
て
の
定
義
が
な
い
」
の
だ
か
ら
、
「
他
の
人
権
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
」
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
前
文
で
処
理
す
べ
き

(
5
0
)
 

で
あ
る
と
い
う
慎
重
論
も
み
ら
れ
た
。
内
容
自
体
に
は
異
論
は
な
く
、

「
抑
圧
措
置
を
と
る
こ
と
を
国
家
に
課
す
も
の
」
と
読
ま
れ
る

(
5
1
)
 

可
能
性
が
あ
る
こ
と
等
が
問
題
と
さ
れ
た
。
賛
成
十
四
、
反
対
〇
、
棄
権
四
で
採
択
（
イ
ギ
リ
ス
棄
権
）
。

こ
れ
は
、
委
員
会
審
議
の
原
案
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
第
二
次
案
へ
の
追
加
条
項
と
し
て
イ
ラ
ク
が
提
案
し
て
い
た
も
の

(
E
/
C
N
.

帰
る
』
権
利
を
再
確
認
す
る
条
項
が
含
め
ら
れ
る
の
が
適
当
で
あ
る
、

4/L. 5
1
8
)

で
、
世
界
人
権
宣
言
第
十
三
条
二
項
前
段
の
『
国
を
去
る
』
権
利
が
扱
わ
れ
て
い
る
庇
護
宣
言
の
中
に
、
後
段
の
『
国
に

(
5
2
)
 

と
い
う
の
が
提
案
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

レ
バ
ノ
ン
、

第
五
条

ア
メ
リ
カ
、

「
そ
う
し
た
声
明
ほ
、

人
道
的
な
原
則
宣
言
の
中
で
は
場
違
い

(out
of 
place)
で

イ
ン
ド
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
の
代
表
が
支
持
を
表
明
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ベ
ル
ギ
ー
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

フ
ラ
ン

(

5

3

)

 

ス
の
代
表
が
、
す
で
に
前
文
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
棄
権
を
表
明
し
、
賛
成
十
三
、
反
対
〇
、
棄
権
五
で
採
択
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
一
九
六

0
年
三
月
十
五
日
人
権
委
員
会
は
、
庇
護
権
に
関
す
る
宣
言
案

(
D
r
a
f
t
Declaration o
n
 t
h
e
 R
i
g
h
t
 of 

A
s
y
l
u
m
)
を
賛
成
十
二
、
反
対
な
し
、
棄
権
三
で
採
択
し
た
。

止
む
を
得
ず
欠
席
し
た
レ
バ
ノ
ン
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
、
イ
ラ
ク
の
各

(54) 

代
表
は
、
出
席
し
て
い
た
な
ら
ば
賛
成
票
を
投
じ
た
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
こ
の
こ
と
を
記
録
に
と
ど
め
る
こ
と
を
求
め
た
。
棄
権
し
た

ソ
連
代
表
フ
ォ
ミ
ン
は
、
条
約
化
を
ソ
連
は
望
ん
だ
の
で
あ
り
、
宜
言
な
ら
ば
世
界
人
権
宣
言
第
十
四
条
で
十
分
で
あ
る
、
と
述
べ
、

ま
た
同
じ
く
ボ
ー
ラ
ン
ド
代
表
ワ
シ
ル
コ
ウ
ス
カ
夫
人
も
、
そ
う
し
た
文
書
の
必
要
を
認
め
な
い
し
、
第
三
条
二
項
に
留
保
し
た
が
、

(598) 60 
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人
道
的
性
格
か
ら
反
対
ま
で
は
し
な
い
と
発
言
し
た
。
な
お
も
う
―
つ
の
棄
権
は
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あ
ろ
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ベ
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そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
ド
代
表
発
言

(
E
/
C
N
.
4
/
S
R
.
 
6
5
3
,
 
p. 
3
)
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
代
表
発
言

(
E
/
C
N
.
4
/
S
R
.
 
6
5
2
,
 
p. 
10)
な
ど
。

イ
ン
ド
代
表
発
言

(
E
/
C
N
.
4
/
S
R
.
 
6
5
3
,
 
p. 
3
)
。

イ
ギ
リ
ス
代
表

S
i
r
S
a
m
u
e
l
 H
o
a
r
e

の
示
唆
に
よ
り
「
福
祉
」
か
ら
「
状
態
」
へ
。

H
o
a
r
e

の
言
う
理
由
の
第
一
、
福
祉
で
あ
れ
ば
、

各
国
家
内
に
い
る
難
民
の
調
査
権
限
を
国
際
社
会
に
与
え
る
も
の
、

と
解
さ
れ
う
る
し
、
第
二
、

(
p
l
i
g
h
t
)

に
関
心
を
も
つ
べ
き
で
あ
り
、

を

s
i
t
u
a
t
i
o
n

に
か
え
れ
ば
カ
バ
ー
で
き
る

(
E
/
C
N
.
4
/
S
R
.
 
6
5
3
,
 
p
.
 
7
)
。

(
2
5
)
 

(26) 
こ
れ
も

H
o
a
r
e
の
示
唆
。

u
n
i
v
e
r
s
a
l
c
o
n
c
e
r
n
↓
is 
o
f
 
c
o
n
c
e
r
n
 t
o
 
t
h
e
 i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
c
o
m
m
u
n
i
t
y
・
国
連
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

が
真
に

u
n
i
v
e
r
s
a
l

で
な
い
限
り
、
こ
の
用
語
の
方
が
よ
い

(
E
/
C
N
.
4
/
S
R
,
 
6
5
3
,
 
p. 
7
)
。

中
国
代
表

C
h
e
n
g

の
示
唆
に
よ
り
「
ま
た
は
」
を
挿
入

(
E
/
C
N
.
4
/
S
R
.
 
6
5
3
,
 
p. 
7
)
。

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
6
5
4
,
 
p
.
 
5. 

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
代
表
P
i
c
o
発
言
・
(
E
/
C
N
.
4
/
S
R
.
 6
5
4
,
 p. 7
)
、

メ
キ
シ
コ
代
表

d
e
A
l
b
a

発
言

(
E
/
C
N
.
4
/
S
R
.
 
6
5
6
,
 
p. 
5
)

な
ど
。

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
6
5
5
,
 
p. 
3. 

「
国
際
社
会
は
庇
護
を
求
め
る
人
の
悪
状
態

個
別
国
家
で
す
で
に
庇
護
を
付
与
さ
れ
定
着
し
た
人
の
そ
れ
に
で
は
な
い
」
。

と
く
に

C
a
s
s
i
n

発
言

(
E
/
C
N
.
4
/
S
R
.
 
6
5
5
,
 
p
p
.
 
2
-
3
)
。

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 
6
5
4
,
 
p
p
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H

の
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w
e
l
l
,
b
e
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n
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吟
nlffl 説

し
て
い
た
。

第
三
委
員
会
(
-
九
六
二
）
と
第
六
委
員
会
(
-
九
六
五
ー
一
九
六
七
）
に
よ
る
宣
言
案
の
審
議

(
l
)
 

人
権
委
員
会
は
作
成
し
た
宜
言
案
を
経
済
社
会
理
事
会
に
送
付
し
、
経
済
社
会
理
事
会
は
こ
れ
を
総
会
に
提
出
し
た
。
総
会
第
三

(
2
)
 

（
社
会
・
人
道
）
委
員
会
に
お
け
る
審
議
は
第
十
五
総
会
で
も
第
十
六
総
会
で
も
延
期
さ
れ
た
。
第
三
委
員
会
で
は
優
先
議
題
と
し
て

(
3
)
 

国
際
人
権
規
約
の
審
議
が
継
続
中
で
あ
り
、
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
第
十
七
総
会
で
第
三
委
員
会
は
や
っ
と
審
議
に

票
権
問
題
で
ほ
と
ん
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
ず
、

入
っ
た
が
、
第
十
八
総
会
で
は
再
び
時
間
に
余
裕
が
な
く
審
議
を
延
期
、
そ
し
て
一
九
六
四
年
の
第
十
九
総
会
は
周
知
の
と
お
り
の
投

た
な
ざ
ら

い
わ
ば
店
晒
し
の
状
態
が
五
年
間
も
続
い
た
。
そ
こ
で
一
九
六
五
年
の
第
二
十
総
会
の

一
般
委
員
会
の
席
上
ア
メ
リ
カ
代
表
ヨ
ス
ト

(
Y
o
s
t
)

は
、
こ
の
議
題
を
第
三
委
員
会
か
ら
第
六
（
法
律
）
委
員
会
に
移
す
こ
と
を
提

案
し
た
。
第
六
委
員
会
の
議
題
は
第
三
委
員
会
ほ
ど
多
く
な
い
の
で
審
議
が
は
か
ど
る
こ
と
と
、
「
草
案
が
多
く
の
法
的
問
題
点
を
提

(
4
)

（

5
)
 

起
し
て
い
る
か
ら
」
で
あ
る
。
こ
う
し
て
一
般
委
員
会
の
勧
告
に
よ
り
総
会
本
会
議
は
第
六
委
員
会
に
議
題
を
移
す
こ
と
を
決
定
し
、

第
六
委
員
会
が
審
議
に
あ
た
る
こ
と
と
な
り
、
国
際
人
権
規
約
採
択
に
遅
れ
る
こ
と
一
年
、

さ
て
、
第
三
委
員
会
と
第
六
委
員
会
の
審
議
の
基
礎
と
な
っ
た
人
権
委
員
会
の
「
庇
護
権
に
関
す
る
宣
言
」
案
は
次
の
よ
う
に
規
定

は
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

国

(

5

5

)

 

(

5

4

)

 

E
/
C
N
.
 4
/
S
R
.
 6
6
2
,
 
p. 
3
.
 

I
b
i
d
.
,
 
p
p
.
 

2
,
_
,
3
,
 

一
九
六
七
年
十
二
月
に
領
域
内
庇
護
宜
言

(602) 

(53) 
I
b
i
d
.
,
 
p
p
.
 
12,.......13. 
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国連の領域内庇護宜言について(-)

る。 い
も
の
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

庇
護
に
関
す
る
現
行
の
諸
文
書
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
国
連
及
び
専
門
機
関
の
加
盟
国
が
自
国
の
行
動
を
次
の
諸
原
則
に
も
と
づ

、
、
＂
、

か
せ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
。

世
界
人
権
宣
言
第
十
四
条
を
援
用
す
る
権
利
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
国
家
が
そ
の
主
権
の
行
使
に
よ
っ
て
付
与
し
た
庇
護

迫
害
又
は
十
分
根
拠
の
あ
る
迫
害
の
お
そ
れ
の
た
め
に
自
国
又
は
他
国
を
去
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
の
状
態
は
、

国
家
の
主
権
並
び
に
国
際
連
合
の
目
的
及
び
原
則
を
害
し
な
い
限
り
、
国
際
社
会
の
関
心
事
で
あ
る
。

国
が
庇
護
付
与
を
継
続
す
る
こ
と
を
困
難
と
認
め
る
場
合
に
は
、
諸
国
は
、
個
別
的
に
又
は
共
同
し
て
又
は
国
際
連
合
を
通
じ

て
、
国
際
連
帯
の
精
神
に
よ
り
、
庇
護
を
付
与
す
る
国
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
適
切
な
措
置
を
考
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
。

第
三
条

世
界
人
権
宣
言
に
従
っ
て
庇
護
を
求
め
又
は
享
有
す
る
い
か
な
る
人
も
、
国
境
に
お
け
る
入
国
拒
否
、
送
還

(
r
e
t
u
r
n
)

又
は
追
放
の
よ
う
な
措
置
で
、
あ
る
領
域
に
お
い
て
自
己
の
生
命
、
肉
体
的
一
体
性
又
は
自
由
を
危
険
に
陥
れ
る
十
分
根
拠
の
あ

る
迫
害
の
お
そ
れ
が
あ
る

(
t
h
e
r
e
is 
w
e
l
l
,
f
o
u
n
d
e
d
 fear)
場
合
に
同
領
域
へ
の
帰
還

(
r
e
t
u
r
n
)
又
は
そ
こ
で
の
滞
在
を

余
儀
な
く
さ
せ
る
結
果
と
な
る
も
の
は
、
国
の
安
全
と
い
う
圧
倒
的
理
由
又
は
住
民
保
護
の
た
め
を
除
く
外
、
受
け
る
こ
と
は
な

国
家
は
前
述
の
措
置
の
い
ず
れ
か
を
適
用
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
場
合
、
こ
の
よ
う
に
危
険
に
陥
っ
た
人
が
他
国
に
お
い
て
庇

護
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
適
切
と
考
え
る
条
件
の
下
に
暫
定
的
庇
護
付
与
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
慮
す
る
べ
き
で
あ

第
二
条

は
、
す
べ
て
の
他
の
国
家
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
条

総
会
は

（
中
略
）

65 (603) 



論 説

ソ
連
提
案

(
A
/
C
.
3
/
L
.
 
1
0
4
3
)

に
よ
り
前
文
第
一
項
に
「
国
際
の
平
和
及
び
安
全
を
維
持
す
る
こ
と
、
諸
国
家
間
の
友
好
関
係
を

(

7

)

 

発
展
さ
せ
る
こ
と
」
と
い
う
国
際
連
合
の
目
的
へ
の
言
及
が
挿
入
さ
れ
、
前
文
の
最
終
項
の
除
外
条
項
が
ベ
ル
ギ
ー
提
案
に
よ
り
「
庇

、
、
＂
、
、
、
言
ヽ
、
、
、
、

(

8

)

護
並
び
に
難
民
及
び
無
国
籍
者
の
地
位
に
関
す
る
現
行
の
諸
文
書
を
害
す
る
こ
と
な
く
」
（
傍
点
部
分
追
加
益
亭
者
）
と
さ
れ
た
。

前
文
第
三
項
と
第
四
項
と
の
間
に
挿
入
す
べ
く
ペ
ル
ー
が
新
し
い
一
項
を
提
案
し
た
(
A
/
C
.
3
/
L
.
 
1
0
4
2
/
R
e
v
.
 I
 

a
n
d
 C
o
r
r
.
 I
)

。

前
文

庇
護
を
享
有
す
る
人
は
国
際
連
合
の
目
的
及
び
原
則
に
反
す
る
活
動
に
従
事
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

こ
の
宜
言
中
の
い
か
な
る
規
定
も
、
世
界
人
権
宜
言
第
十
三
条
二
項
に
述
べ
ら
れ
た
自
国
に
帰
る
各
人
の
権
利
を
害
す
る

以
下
に
第
三
委
員
会
と
第
六
委
員
会
に
お
け
る
審
議
の
概
略
を
記
し
て
お
こ
う
。
そ
の
問
題
点
の
若
干
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
論
す

る
こ
と
と
す
る
。

第
三
委
員
会
に
よ
る
審
議

も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

三
回
の
会
合
を
一
般
討
論
に
費
し
た
と
こ
ろ
で
、

オ
ス
ト
ロ
ヴ
ス
キ
ー

(
O
s
t
r
o
v
s
k
y
)
が
、
や
る
な
ら
前
文
か
ら
に
す
べ
き
で
あ
り
、

一
般
討
論
は
生
産
的
で
有
益
な
意
見
交

フ
ラ
ン
ス
代
表
ブ
カ
ン

(B)uquin)
が
逐

条
審
議
、
そ
れ
も
「
第
一
条
か
ら
は
じ
め
て
前
文
を
最
後
に
残
す
」
の
が
「
も
っ
と
も
賢
明
な
順
序
」
で
あ
る
と
提
案
し
、

ソ
連
代
表

そ
れ
に
「
文
脈
か
ら
離
れ
て
条
文
に
コ
メ
ン
ト

す
る
の
が
い
か
に
難
し
い
か
を
国
際
人
権
規
約
案
の
討
論
が
示
し
て
い
る
」
こ
と
で
も
あ
り
、

換
で
あ
る
、
と
応
酬
し
、
仏
・
ソ
代
表
間
に
や
り
取
り
が
あ
っ
た
の
ち
、
鏃
長
が
今
会
期
で
と
に
か
く
一
ヵ
条
で
も
採
択
す
る
の
が
望

(

6

)

 

ま
し
い
と
述
べ
、
前
文
と
第
一
条
を
審
講
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

第
五
条

(604) 

第
四
条
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国連の領域内庇護宣言について(-)

(
A
/
C
.
 3
/
L
.
 
1
0
4
4
 
a
n
d
 A
d
d
.
 1
)
。
こ
れ
ら
諸
国
は
、

の
ち
に
ア
メ
リ
カ
代
表
ツ
リ
ー

(
T
r
e
e
)
夫
人
の
示
唆
に
よ
り
、

『
及
び
』

が
疑
い
を
残
す
べ
き
で
は
な
い
、

ア
ラ
ブ
連
合
の
八
国
は
、

「
世
界
人
権
宣
言
第
十
四
条
を
援
用
す
る
権
利
の
あ
る
人
に
対
す
る
国
家
に
よ
る
庇
護
の
付
与
が
平
和
的
且
つ
人
道
的
行
為
で
あ
る
こ

と
、
並
び
に
こ
れ
を
そ
の
故
に
い
ず
れ
の
他
の
国
家
も
非
友
好
的
で
あ
る
と
み
な
し
得
な
い
こ
と
を
認
め
」
る
も
の
で
あ
り
、
賛
成
八

(
9
)
 

十
二
、
反
対
な
し
、
棄
権
二
で
採
択
さ
れ
た
。
前
文
全
体
も
同
じ
票
数
で
採
択
さ
れ
た
。

ボ
ー
ラ
ン
ド
代
表
。
フ
ル
ツ
ェ
タ
ク
ツ
ニ
ク

(
P
r
z
e
t
a
c
z
n
i
k
)
は
、
外
交
的
庇
護
が
除
外
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

(10) 

と
し
て
、
『
庇
護
』
の
前
に
『
領
域
内
』

(territorial)
の
語
を
挿
入
す
る
こ
と
を
提
案
し

(
A
/
C
.

3
/
L
.
 
1
0
3
8
)
、
稗
そ
成
三
十
三
、
反
対
十
一
、
棄
権
三
十
二
で
採
択
さ
れ
た
。
な
お
ボ
ー
ラ
ン
ド
提
案
は
各
条
の
「
庇
護
」
の
語
の
前
に

タ
イ
ト
ル
自
体
も
『
庇
護
権
』
の
語
の
か
わ
り
に
『
領
域
内
庇
護
』
と
す
る
こ

「
領
域
内
」
の
語
を
挿
入
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

と
で
あ
っ
た
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、

第
一
条

カ
メ
ル
ー
ン
、
ギ
ニ
ア
、
イ
ラ
ク
、

ヽ

マ
リ

モ
ロ
ッ
コ
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
、

こ
の
点
で
宣
言
案

『
第
十
四
条

を
援
用
す
る
権
利
の
あ
る
人
』
の
あ
と
に
、
『
及
び
植
民
地
主
義
に
抗
し
て
闘
争
し
て
い
る
人
』
の
語
を
挿
入
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

(
a
n
d
)
を
『
を
含
め
』

(
i
n
c
l
u
d
i
n
g
)
と
す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
、
そ
う
修
正
さ
れ
て
、
賛
成
七
十
、
反
対
な
し
、
棄
権
十
四
（
日
本

受
け
る
人
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
明
確
に
し
た
提
案

(
A
/
C
.
3
/
L
.
 
1
0
4
1
)

を
行
な
っ
た
が
、

を
含
む
）
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
。
な
お
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
、
『
…
•
•
•
第
十
四
条
を
援
用
す
る
権
利
の
あ
る
人
』
の
か
わ
り
に
、
庇
護
を

(
1
1
)
 

の
ち
に
撤
回
し
た
。

第
一
条
二
項
は
ベ
ル
ギ
ー
提
案
に
よ
る
。
こ
の
項
は
長
く
討
論
さ
れ
、
ベ
ル
ギ
ー
案
も
次
々
と
変
わ
り
、
最
終
的
に
は
「
平
和
に
対

す
る
罪
、
戦
争
犯
罪
、
又
は
人
道
に
対
す
る
罪
に
関
し
て
規
定
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
国
際
諸
文
書
に
定
義
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
従
っ

、
、
、
、
、
。
、
、
、
、
、
、
、
、
＂

て
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
を
犯
し
た
と
考
え
る
に
足
る
重
大
な
理
由
の
あ
る
人
は
何
人
も
、
庇
護
を
求
め
且
つ
享
有
す
る
権
利
を
援
用
す
る

67 (605) 



吟
nllft 説

こ。t
 

第
六
委
員
会
に
よ
る
審
議

こ
う
し
て
第
一
条
全
体
は
賛
成
八
十
五
、
反
対
な
し
棄
権
四
で
採
択
さ
れ
た
。

さ
れ
た
。
反
対
し
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ
、

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
さ
れ
た

(
A
/
C
.
3
/
L
.
 
1
0
3
9
/
R
e
v
.
 
3
)
 
(
傍
点
筆
者
）
。
傍
点
部
分
に
つ
い
て
ニ
ジ
ェ
ー
ル
代
表
ア
リ

(
A
r
y
)

が
分
離
投
票
を
求
め
、
賛
否
と
も
に
二
十
、
棄
権
四
十
五
で
議
長
裁
定
に
よ
り
こ
の
部
分
が
維
持
さ
れ
、

(12) 

八
、
反
対
七
、
棄
権
四
十
で
採
択
さ
れ
た
。

第
一
条
三
項
は
、

は
じ
め
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
提
案
し
た
が
後
に
こ
れ
を
撤
回
す
る
に
至
り
、

（
た
だ
し
ボ
ー
ラ
ン
ド
案
の

territorial
a
s
y
l
u
m
は
単
に

a
s
y
l
u
m
と
訂
正
）
。

チ
リ
ー
等
が
再
提
出
し
た
も
の
で
あ
る

賛
成
五
十
九
、
反
対
四
、
棄
権
二
十
四
で
採
択

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
あ
り
、
棄
権
は
日
本
の
ほ
か
東
欧
諸

国
な
ど
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
社
会
主
義
諸
国
で
も
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
、

ユ
ー
ゴ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
四
国
は
賛
成
で
あ
り
、

(13) 

ま
た
特
に
目
立
つ
の
は
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
が
、
棄
権
し
た
キ
ュ
ー
バ
の
ほ
か
は
、
す
べ
て
賛
成
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
い

わ
ゆ
る
一
方
的
法
律
関
係
性
質
決
定

(unilateral
qualification)

の
問
題
に
つ
い
て
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
が
敏
感
な
の
は
、

(14) 

庇
護
事
件
の
影
響
で
あ
ろ
う
。

一
九
六
五
年
に
議
題
を
ま
わ
さ
れ
た
第
六
委
員
会
は
、
同
議
題
を
め
ぐ
る
種
々
の
手
続
的
な
問

題
を
検
討
さ
せ
る
た
め
十
五
国
代
表
か
ら
な
る
作
業
部
会
（
議
長
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の

A
・
ム
ー
ア
夫
人
）
を
設
け
、
そ
の
提
案
に
よ
り

第
六
委
員
会
は
決
議
を
採
択
し
、
こ
れ
が
総
会
の
採
択
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
の
十
二
月
二
十
日
の
総
会
決
議
ニ
―

0
0
(
X
X
)
 

に
よ
っ
て
加
盟
国
は
第
二
十
一
総
会
ま
で
に
コ
メ
ン
ト
の
提
出
を
求
め
ら
れ
、
第
二
十
一
総
会
で
宣
言
案
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ

一
九
六
六
年
に
第
六
委
員
会
は
議
長
チ
ェ
コ
の
ペ
シ
ョ
ー
タ

(
P
e
c
h
o
t
a
)
の
も
と
に
一
般
討
論
を
行
い
、

メ
キ
シ
コ
代
表
の
口
頭

ベ
ル
ギ
ー
案
は
賛
成
三
十
い60 

（
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国連の領域内庇護宣言について(-)

提
案
に
よ
り
予
備
草
案
を
準
備
す
べ
く
作
業
部
会
の
設
置
を
決
定
し
、
安
保
理
常
任
理
事
国
の
ほ
か
、

テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
、
西
欧
ほ
か
各
三
、
東
欧
二
、

(15) 

を
決
定
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、

文
中
で
は

'
'
s
h
o
u
l
d
'
'ヽ

で
構
成
す
る
と
い
う
厳
長
提
案
の
線
で
次
の
二
十
国
が
作
業
部
会
を
構
成
す
る
こ
と

セ
イ
ロ
ン
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
、

ス
ー
ダ
ン
、

ア
ジ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
、

ソ
連
、
イ
ギ
リ
ス
、

ア
フ
リ
カ
各
四
、
ラ

タ
ン
ザ
ニ
ア
、

リ
カ
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
ェ
ラ
。
そ
し
て
議
長
兼
報
告
者
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
シ
ー
ト
ン

(
S
e
a
t
o
n
)

が
選
出
さ
れ
、
作
業
部
会
は
十
四
回
の
会

(16) 

合
を
も
っ
た
。
作
業
部
会
は
種
々
の
討
論
の
の
ち
第
二
条
か
ら
審
厳
を
始
め
た
。
し
か
し
、
便
宜
上
、
作
業
部
会
報
告
書
と
同
じ
よ
う

「
庇
護
権
に
関
す
る
宣
言
」
か
ら
「
領
域
内
庇
護
に
関
す
る
宜
言
」
へ
と
変
っ

た
。
ボ
ー
ラ
ン
ド
や
ウ
ル
グ
ア
イ
の
提
案
で
、
前
文
中
の
「
庇
護
」
の
語
の
前
に
「
領
域
内
」
が
付
さ
れ
た
。
ま
た
前
文
の
「
勧
告
」

中
で
は
、
「
自
国
の
行
動
を
次
の
諸
原
則
に
も
と
づ
か
せ
る
べ
き

(
s
h
o
u
l
d
)
」
と
い
う
よ
う
に

'
'
s
h
o
u
l
d
'
'

が
維
持
さ
れ
た
が
、
条

に
か
え
て

"
s
h
a
l
l
"

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
「
拘
束
的
性
格
を
も
た
な
い
が
、

さ
れ
、
こ
の
変
更
の
結
果
と
し
て
よ
り
説
得
的
価
値
を
も
つ
」
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
多
く
議
論
さ
れ
た
の
は
「
庇
護
並
び

に
難
民
及
び
無
国
籍
者
の
地
位
に
関
す
る
現
行
の
諸
文
書
を
害
す
る
こ
と
な
く
」
の
一
句
で
あ
っ
た
。
あ
る
者
は
条
約
義
務
と
言
っ
て

い
な
い
点
で
正
に
正
当
で
あ
る
と
考
え
る
し
、
ま
た
他
の
者
に
と
っ
て
は
、
だ
か
ら
誤
り
で
あ
る
と
映
る
し
、
ま
た
こ
の
種
の
宣
言
は

(
1
7
)
 

国
の
法
的
義
務
に
影
響
を
与
え
得
な
い
の
だ
か
ら
不
必
要
と
考
え
た
。
し
か
し
作
業
部
会
は
解
決
し
え
ず
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

第
一
条
で
は
何
よ
り
も
一
項
の
「
植
民
地
主
義
に
抗
し
て
闘
争
し
て
い
る
人
を
含
め
」
の
一
句
が
最
大
の
争
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を

削
除
す
る
案
、
残
す
案
、
残
す
に
し
て
も
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
グ
ル
ー
。
フ
の
よ
う
に
「
植
民
地
主
義
に
抗
す
る
闘
争
の
た
め
に

迫
害
さ
れ
て
い
る
人
を
含
め
」
と
修
正
す
る
案
、
あ
る
い
は
、
第
一
条
か
ら
削
除
し
て
、
前
文
中
で
植
民
地
主
義
に
抗
す
る
闘
争
の
た

作
業
部
会
は
最
初
に
タ
イ
ト
ル
の
変
更
を
決
定
し
、

に
、
本
稿
で
も
、
前
文
か
ら
検
討
す
る
。

日
本
、

ヽ

マ
リ

メ
キ
シ
コ
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、

ヽ

ノ
ル
ウ
ェ
ー

フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ア
メ

人
道
目
的
で
強
化

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
イ
ラ
ク
、
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論 説

る
起
草
方
法
を
と
る
と
い
う
妥
協
的
示
唆
を
作
業
部
会
は
受
け
入
れ
、

「
庇
護
を
付
与
す
る
国
家
は
、
庇
護
を
受
け
た
人
が
国
際
連
合

し
て
第
一
条
、
第
二
条
と
も
さ
し
た
る
変
更
は
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

め
に
迫
害
さ
れ
て
い
る
人
は
世
界
人
権
宣
言
第
十
四
条
を
援
用
す
る
権
利
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
よ
う
に
す
る
案
等
が
提
出
さ
れ

た
。
こ
の
点
も
作
業
部
会
は
解
決
し
え
ず
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
第
一
条
三
項
に
つ
い
て
、
庇
護
付
与
理
由
を
評
価
す
る
権
利
は
「
誠

実
に
、
か
つ
、
恣
意
的
で
な
い
方
法
で
行
使
さ
れ
る
権
利
で
あ
る
」
旨
発
表
さ
れ
た
見
解
が
記
録
に
と
ど
め
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

(
1
8
)
 

こ。
第
二
条
一
項
に
つ
い
て
は
よ
り
標
準
化
し
単
純
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
一
般
的
支
持
が
あ
り
、

っ
と
も
簡
潔
な
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
が
示
唆
し
た
も
の
が
「
も

イ
タ
リ
ア
＇
の
コ
メ
ン
ト

(
A
/C. 
6/L. 
6
0
6
)
1
 

宣
言
を
世
界
人
権
宣
言
第
十
四
条
を
援
用
す
る
権
利
の
あ
る
人
の
み
に
限
定
す
る
の
は
不
当
な
制
約
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
ー
—
．
を
考
慮

し
た
。
作
業
部
会
の
代
表
の
中
に
は
イ
タ
リ
ア
に
理
解
を
示
し
な
が
ら
も
、
審
織
中
の
宣
言
は
世
界
人
権
宜
言
の
綿
密
な
仕
上
げ
の
性

(
1
9
)
 

格
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
段
階
で
第
十
四
条
に
言
及
す
る
以
外
の
人
に
ま
で
拡
大
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
う

第
三
条
は
作
業
部
会
の
中
で
、
「
も
っ
と
も
重
要
な
条
文
」
と
考
え
ら
れ
、
討
鏡
の
過
程
で
、
「
ノ
ン
・
ル
フ
ー
ル
マ
ン
の
原
則
、
そ

の
例
外
の
た
め
の
根
拠
お
よ
び
こ
れ
ら
例
外
に
対
す
る
可
能
な
代
替
手
段
」
を
作
成
す
る
も
っ
と
も
適
切
な
手
段
へ
と
注
意
が
向
け
ら

意
が
成
り
立
ち
、

れ
た
。
実
に
多
く
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
結
局
は
作
業
部
会
審
厳
の
終
り
頃
に
提
出
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
案
を
基
礎
に
す
る
こ
と
に
合

(
2
0
)
 

い
ろ
い
ろ
な
「
妥
協
」
の
上
に
第
三
条
が
で
き
あ
が
っ
た
。
本
条
は
領
域
内
庇
護
宣
言
の
鍵
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
と
く
に
後
に
十
分
に
検
討
す
る
。

第
四
条
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
削
除
す
べ
き
こ
と
を
提
案
す
る
ウ
ル
グ
ア
イ
の
よ
う
な
国
も
あ
っ
た
が
、
本
条
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
の
が
有
益
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
示
さ
れ
、
結
局
、
原
案
が
個
人
に
宛
て
ら
れ
て
い
た
点
を
改
め
、
他
の
条
文
と
同
様
国
家
に
宛
て

こ
の
点
で
作
業
部
会
は
、

(608) 70 
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50. 

ソ
連
案
は
賛
成
四
五
、
反
対
ニ
―
‘
棄
権
一
九
、
ベ
ル
ギ
ー
案
は
賛
成
四
0
、
反
対
一
六
、
棄
権
二
七
で
そ
れ
ぞ
れ
採
択
さ
れ
た
。

S
e
e

(
3
)
 
前
掲
拙
稿
「
国
際
人
権
規
約
」
三
六
ー
三
七
頁
参
照
。

(

2

)

 

(
1
)
 
R
e
s
o
l
u
t
i
o
n
 
7
7
2
 
E
 (
X
X
X
)
 o
f
 
J
u
l
y
 25, 
1
9
6
0
.
 

(
2
1
)
 

の
目
的
及
び
原
則
に
反
す
る
活
動
に
従
事
す
る
の
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
。

第
五
条
は
不
必
要
で
あ
り
、
前
文
で
触
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
繰
り
返
し
に
な
る
こ
と
や
、
帰
国
権
は
庇
護
権
よ
り
も
広
い
分
野

を
カ
バ
ー
し
て
い
る
等
の
反
対
が
あ
り
、
作
業
部
会
は
宣
言
案
か
ら
こ
れ
を
除
く
こ
と
を
勧
告
し
た
。
そ
の
他
新
し
い
条
文
の
提
案
が

(
2
2
)
 

ボ
ー
ラ
ン
ド
、
ウ
ル
グ
ア
イ
か
ら
な
さ
れ
た
が
い
ず
れ
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
九
六
七
年
の
会
期
に
お
け
る
各
国
代
表
の
発
言
に
は
、
作
業
部
会
案
が
極
め
て

こ
う
し
て
提
出
さ
れ
た
作
業
部
会
報
告
を
審
議
す
る
に
は
一
九
六
六
年
の
第
六
委
員
会
に
は
た
だ
一
回
の
会
合
し
か
残
さ
れ
て
い
な

(23) 

か
っ
た
。
審
議
は
第
二
十
二
総
会
に
持
ち
越
さ
れ
、

均
衡
の
と
れ
た
も
の
で
あ
り
、
妥
協
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
す
る
評
価
が
み
ら
れ
、

ほ
と
ん
ど
全
員
一
致
の
見
解
は
、
妥
協
案
と

し
て
一
般
的
に
受
け
入
れ
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
一
九
六
七
年
十
二
月
十
四
日
総
会
に
よ
っ
て
全
会
一
致

(
2
4
)
 

で
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

A
/
R
e
s
.
 
1
5
7
1
 
(
X
V
)
,
 1
6
8
2
 
(XVI)・ 
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United Nations Declaration on Territorial Asylum (1) 

Introduction 

I. History 

1. Pre-history 

Kentaro Serita 

Associate Professor of International Law 

Kobe University of Mercantile Marine 
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a) Attempts to revise the article on expulsion of aliens of the 

Draft Covenant on Human Rights 

b) Attempts to incorporate an article on the right of asylum 

into the Draft Covenant on Human Rights 

2. Drafting of the Declaration by the Commission on Human 

Rights-France taking a leading part from beginning to end 

a) French proposal 

b) General discussion and article-by-article consideration 

3. Consideration of the draft Declaration before the Third and 

Sixth Committees of the General Assembly 

(Following sections will appear in the next volume) 

II. Some Questions 

1. What is the right of asylum? 

a) Re-examination of Article 14 of the Universal Declaration 

of Human Rights-Ingredients of the right of asylum 

b) Diversity of opinion on the nature of the right of asylum 

c) Definition of the right of asylum 

2. Persons eligible for asylum 

3. Who evaluates the grounds for the grant of asylum? 

-question of unilateral qualification 

4. So-called principle of non-refoulement 

a) In case of persecution, protection of aliens prevails over 

that of national interests 

b) Two cases where States may derogate from the principle 

c) Consideration of the possibility of granting an opportunity 
to go to another State by way of provisional asylum or 
otherwise 

m. Legal Nature of the Declaration and of the principles provided 

for in it 

1. The Declaration itself 

2. The principles defined in the Declaration 
a) Right of asylum and unilateral qualification 

b) Principle of non-refoulement 

Conclusion 
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